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特集 E C O- 建築設備がで きるE C O技術~協賛広告

生まれ変わりましたc~ダンボールが今、
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環境と 調 和し 、環境への負担を軽減する新素材

低炭素工コ素材I R. ECOJ

「ル ・工コ」はリサイクル紙とアルミを組み合わせることで、可燃性で湿気に弱

い紙の弱点を克服し、断熱性が高い、軽い、加工しやすい、運搬しやすいと

いった紙が持つ特長を最大限に引 出しました。従来金属が常識であった空調

給排気用ダクトの新素材として認知され、採用されています。

素材断面

材料製造時のC 0 2排出量を大幅に削減可能

また、運搬・搬入時のC 0 2排出量も削減

6 5 %割 減 ~- C 0 2排出量

運搬・ 搬入 transportati on and 悶 rylng

平板の状態で現場に入ります。

i  鋼板ダクトにくらべ

: 容積は大幅に

材 料 製 造 時 のC 0 2排 出 量
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も大幅削減運搬回数削減により、( 02排出
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- 東京支庖 T E L.03- 3656- 2171 ・大阪支庖 TEL. 06- 7176- 1566・九州支后 T Eし092-939-2955

・仙台事務所T E L.022- 232-3790・名古屋事務所T E L.0567- 56-5338

・金沢事務所T E L.076- 264- 9677・鹿児島事務所T E L.099- 286- 1760

ヱコ素 材 1 0 t
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e 9協立工アテV ク株式会社

【UR L】 http://w w w.kak-net. co. j p

ユニット アイスチラー ⑮ Ｈ￸ ａＮｾ
物件数 1，192件、 蓄熱容量1，311，5 8 2 RT h (2011年3月末現在) ¥.. て〆

http: //www.bacj . co. j p 

B A C 株 式 会 社

東京都世田谷区新町2 ・2 7・4

T EL  0 3-5450- 616 1  FA X  0 3-5450・6 16 6

大阪市北区南森町1-4- 5

T EL  0 6-6315-6310 FA X  06- 6315- 6277 

広島市中 区八丁堀8- 2 0 上八丁堀井 上ビル

T E L  082-223- 8998 FA X  082・223- 8980

福岡市博多区冷泉町5- 3 5福岡祇圏第一生命的レ5階

T EL  09 2-262-7691  FA X  092・262- 7692
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人と技術の未来をひらく

社 会 の 基 盤 を 支 え て き た 確 か な 技 術 力 で

未 来 か ら の リ ク エ ス ト を カ タ チ に し て い ま す。

@ 日 新 車 蝦 棋 茸 金 詰
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社団法人 日本建築協会

2 0 11 年は9 月号掲載で、応募締め切りが6月3 0日となります |

若き創造者たちへ

「建築と社会」平成2 3年9 月 号

「第5 8回青年技術者特集号」へのおさそい

日本建築協会誌日課と社会」は毎年「青年技術者ヰ諜号」

を企画し、すでに57固にわたって若き優秀なプランナー 、

アーキテクト、エンジニアをめざす人たちを紹介してきま

した。

今回も、青年技術者選考委員会を設けて、青年技術者を選

考いたしますが、昨今の建築に携わる技術者の多様化を考

慮し、設計だけに限らず、計画、構造、設備、施工および

その他広< 、建築に関連する分野から、優秀な青年技術者

を募って、その不断の研究努力とすぐれた実績への情熱な

どを、 「建築と社会」に掲載し、顕彰することにしており

ます。

58回の企画にあたり、日常目立たない対象の実績も含めて、

優秀な実績を積まれている青年技術者のみなさまのご応募

をお待ちしております。

応募提出規定

1  . 応募される人は満35歳 (平成23年7 月31日現在) 以

下の青年技術者て・あって、本会個人会員に限る。

(選考時までに入会が必要です)

2. 原則として、本会会員であるすいせ八者を通じて応募

する。

すいせ八者は被すいせん者 (青年技術者) の勤務する組織

の上司か上長とする。すいせ八者が学校教宮である場合は

この限りでない。また本人が組織の代表者である場合は自

せんとする。

3. 応募分野は特定しない。応募者は、たとえは吉十画、一

般設計 、住宅・インテリア設計、構造 、設備、施工、技術

開発、行政、情報、コーディネー 卜等々その他の分野にあ

って、なしとげたすぐれた実績について、すいせんをうけ、

下記の所要資料を 1部、本会に期日までに提出する。

4. 提出された資料は「青年技術者選考委員会」にかけて

選考する。 ( なお、提出資料は特に指示のない限り返却は

いたしません)

5. r青年技術者選考委員会」において選考された青年技

術者は「第58回青年技術者特集号J (平成23年 9 月号) に

掲載するとともに、表彰式を行い、記念品を贈呈する。

第58回青年技術者選考委員長は、 6 月2 2日より設楽貞樹氏から

米井寛氏にかわります。

6. 提出資料

. すいせん用紙

請求は、本会事務局、またはすいせん依頼先担当部署ヘ0

・略歴

本人の氏名、生年月日、最終学歴、業歴、作品経歴など

. 選考資料

資料は、 ④を含めてA 3判用紙5枚以内にまとめる。

① 設計の場合一一鮮明な写真、配置図および主要平面

図、概要、設計要旨、その他設計内容を説明するに十分

な資料

① 計画、構造、設備、施工の場合 (それぞれの設計計画

なども含む) 上に準じた資料

③ 上記以外の分野の場合一一それぞれの分野にふさわ

しい資料

@ 上記①~① のいずれかの資料の実績において、府諸

本人か閣与した租室、役割、立場等を明らかにし、資料中、

本人が特に貢献した部分、または力量が活かされたと思わ

れる部分の詳細な説明、考え方および将来的展望などにつ

いて、在日淳以内に平易簡明にまとめたもの ( 必要日芯じ、

図・表を用いて差し支えない)。 ただし応募者本人の執筆

に限る。このコンセプ卜は、応募者の考え方を知る上で大

変重要と考えているので、十分配慮されたい。

?  . 提出期限 平成23年 6 月30日 (木)

8. 提出先 日本建築協会「青年技術者選考委員会」

干540- 6591 大阪市中央区大手前 1-7-31

大阪マーチャンダイズ・マー卜ピルワ階

電話 06- 6946- 6981 FAX.  06- 6946- 6984 

Email :  ken-sha@aaj . or. j p 

9. 青年技術者選考委員会 (平成23年度)

委 員 長 米 井 寛/ 東畑建築事務所大阪事務F理事副所長

委 員 木多 道 宏/ 大阪大学大概工学研究科地球総合工学専攻准教授

北村 潤/ 東畑建築事務所理事設計部長

吉田 文男/ 一級建築士事務所アトリ工フォルム代表取締役

高 梨 雄 二 郎/ 竹中工務庖プロジェク卜関知鎚本調体部長( 西日本担当)

太田 寛/ 鴻池絶大阪本庖建築設計部長

桑原 進 / 大阪大学大学院工学研究科地球総合工学専攻准教授

こうやま まこと

高山 真/ 日建設計設備設計部門設備設計部長

井村 隆/ 清水建設関西事業本部設備設計部設計長

阪井 聡/ 大林組大阪本庖建築事業部生産技術部部長

山辻 直樹/ 大成建設関西支庖建築部購買管理室謀長

建築 と社会 ・201 1. 6 1  



大阪富国生命ビル

見学会

こ の 見 学 会 は、 建築 C P O情 報

提供制度認定プロクラムです。

制 大阪府建築士会 ( 2 単 位)

制 日本建 築 家 協 会 ( 2 単位)

. 建築慌要

所在地大阪市北区小松原町2-4

建 築 主 宮 園 生 命保険相互会社

総合プロデューサー

三菱地所グループ

段 計 清 水 建 設 株 式 会 社

デザイン・アーキテヲト

ドミニウペロ

アーキテヲチューJ レ

施 工 清水建設株式会社

敷地面積 3，889.05ni  

建築面積 3，008.24ni  

延べ面積 68.491.49ni  

憎造規模 S造、 SRC造

竣 工 2010年10月

建物用途事務所、庖舗、駐車施設

学生のための見学会

『東リ側伊丹工場J
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日本建築協会

& 邑

耳 目

締田駅に近接する当ビルは、低層部に

商業筋設や金融施 設、上層階はテナン

トオフ ィスからなる複合オフ ィス ビル

である。大阪市都市再生特別地区制度

を活用し、隣接地下街の防災性能の向

上、産学連携施設の導入等の様々な社

会貢献により基準800%に対し 1600%

の容械を確保した。

ドミニク・ ぺ 口一氏による外観デザイ

ンは建物全体を大樹に見立て、樹皮の

鱗を表現する凹形状ユニ ッ トを持つ等

圧力一テ ンウ オールで構成されてお

り、凹形状部の見込み部分と底面 に

S US銭面材を用いることにより 、時

間とともに変化する周辺の環境を映し

出す。

建物西面には地下街と直結 した天井高

さ26mのアトリウムを有し、地下街の

防災上の一時避難場所であるととも

に、地上と地下を繋ぎ地下空間に自然

光を注ぐ役割を担う 。 ここには白神山

地のブナの森をクラフ ィックに表現し

たガラスフィンからなる建築化 された

森 = iフオレス トウ オール」が設置さ

れて いる。

基準階は 7.2 mスパンの整形なオフィ

ス空間とな っており 、 最 小分 割3. 6m

モテ‘ ュールに対応したフレキシフ ルな

日本建 築 協 会特 別 委 員 会 rl O年委員

会j では、 100周年を見据え、新しい

事業として「学生のための現場見学会j

を実施していま す。

学生のための見学会とは、建築及びテ

ザインを学ぷ学生のために、進行中の

建築現場や工場を紹介し、見学の機会

を提供するものです。大学等の授業だ

けでは、建築現場や工場で製品がつく

られる過程や ものづくりのポイン 卜を

伝えることは困難な面があります。 そ

こで教育現場からの要望を取り入れ、

その要望を橋渡しする役目を担うべ

く、この企画を 3 年前より開催し てい

ます。

計函とな っている。 また Low- eペアカ

ラス、ベ リメータエアフロー、屋上緑

化、雨水利用といった機々な環境負荷

低 減 技 術 の 採 用 により、 H22年 度

i CAS BE E大阪OF T HE  Y E ARJ を受

賞してい る。 (種村尚之/ 清水建設)

日 時 2011年 7 月15日(金)

14:  00- 16 :  00 

諮 飾 清 水 建 設 附 設 計 本 部

- 種村尚之氏

・岡本高晴氏

・清 水 洋 氏

. 石川栄一氏

集 合 現地ビル/ 17F

(J R i大 阪j 駅、阪急電鉄・

阪 神 電 鉄 ・地 下 鉄 御 堂 筋 線

「侮田駅J、地下鉄谷町線「東

梅田駅j 下車)

定 員 40名 ( 申込先着順)

参加 賀 会 員 1，500円、 般2，500門

学生1，000円

申込方法 F AXまたはE メールで、

①催し名「富国生命ビルJ

②氏名

③会員・一般の種別

①職場名または学校名

⑤参加証送付先

企画第 5 弾は、東リ闘 の伊丹工場です。

大正 8 年創業のこの会社は、プラスチ

ック系弾性床材、 カーペッ ト、カーテ

ン、壁装材と内装材を提供するイ ンテ

リアの総合メーカーです。

今回見学する伊丹工場は、塩ビタイル、

クッション フロア一、カーペットなど

の製造過程をご覧いただきます。

教室内の講義では決して学ぶことがで

きない制作の現実 を、是非見学してみ

てくだ さい。

工場内部

⑤連絡先電話番号

① C P Oを 申請される方は、

申請先の団体名と 10 を明記

申込先 制 日本建築協会編集事業課

T E L.06- 6946- 6981  

FAX. 06- 6946- 6984 

E- mai l  :  j i gyoka@aaj .or. jp 

日 時 2011年 7 月 8 日( 金)

14 :  3 0 - 1  6  :  30 (約 2 時間)

見学先 東リ世矧晋丹工場

兵庫県伊丹市東有岡5- 125

集 会 現 地

( 最寄駅 J R伊丹駅 ・猪名寺駅)

定 員 30名

参加費 500円 (保険代、資料代)

締切日 2011年 6 月20日( 月)

申込み インターネ ッ ト

http:// w w w.aaj .or. jp 

にて申込用紙をダウンロード

し、 F AXかE- mai l で。

F AX  06- 6946- 6984 

E- mai l :  h- katayama@aaj . or.jp 

(掛日本建築協会編集事業課

〒540- 6591

大阪市中央区大手前1- 7- 31

T EL. 06- 6946- 6981 
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. 特集予告

7 月号/ 盛築と 土

自月号/ 鉄道駅に注 目す る

9 月号/ 第58固膏年技術者

編集委員会(平成23年度)
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特集・ECO- - 建築設備ができるECO技術~

ctl 

c.. 
総 論

『刀 環 境 共 生 の 住 宅 ・建築づくりの道程~ 国 際的 協 働 行 動を 見 据 え て ~

・盛 岡 通 10  

各論 1 一 今 ある最 新 建 築 設備 技術 の 動 向一

。
2担調系一 最新の空調熱源によるE C O・福 省 周

内 調 系一 室内空 調 設 備 の 最 新動 向・篠島隆司
16  

14  

c  

衛 生 系一 最 新 の 術 生 設411政 術の動 向・〉可制日生 ・中村 勉 一 一 一 一 一 18

。

電 気 系一 電 気設 備 に求められるE C O技 術・三谷寛資
21  

4炉J

!!日|腕 |画一照明 設 備 ができるE C O- i 器 具j と「明かりJ - ・中尾理沙一一 23

ctl 

昇 降 機ー エレベーター省エネ群管 理 システム・山下桜子・ 鈴木直彦一一一一 24

υ  各論 2一 環 境 、 省 エネ 、 省C 02の建 物 紹介一

。
東 京 ガス港北N Tピj レ“ アー スポート" Z E B化 改 修工 事

.i竜還 総 坂本真史久保木真俊・ 丹羽勝巳 一一一 25

vl  

vl  

大 林 組技 術研 究 所本館「テクノステーション」に導入した省C0 2手 法

・中山和樹 28 

L>. . とヒ

=0コ
若き創造者たちへ一 「第58回青年技術者特集号J へのおさ /  

そ い 大 阪 富 国 生 命 ビ ル 見 学 会 学 生 の た め の 見 学 会 「 東

1) ¥州 罪丹工場J
f百

」

作品作風 育包谷ミュージアム
4  

コ

gal l ery  町工場から見える風景・友井隆之

再読 新大阪ビルディング・松 隈 洋

関西近代建築

8  

31  

υ  

ω  

法令コーナー 兵庫県福祉のまちづくり条例 の改正・福湯静司 35 

R EP OR T  商業利 用の登録 文化 財建造物の管理と社会 的評価

・寺西興一 36

υ  
関西の建築界 長 田直 之・久下武彦

群 像

38 

"-

ω  

informat ion 第14回堺市景観賞募集 第18回空間デザイン・コンペティション 39

作品募集. 大阪歴史博物館特集展示「懐かしい市電とパスのあ

る風景J. 野口久光シネマ ・グラフィックス街の中のもう一つの絵

画 ・追憶の映画ポスター展. 野井成正の表現一外から内へ/ 内か

ら外へ柳還顕展. 企画展松園、松筆、 淳之秘蔵のコレクション「上

村三代が愛した画家j 安土桃山~江戸時代に生きた人々 ー 肖像

画 ・風俗画 ・浮世絵. 警察庁カメラマンが撮った昭和モダンの情

景 石川光陽写真展自立循環型住宅設計講習会 (温暖地版 ・

蒸暑地版} 第25回 「大阪市ハウジングデザイン賞j 募集中 1

。 月間の動き
42 

平 成23年 4 月分

ＧＢ文デザイン日偏 ｉｙ ｾλ

伺 l 今月の表紙

Eこ

作 品 柳 薄 顕 表 紙 デ ザ イ ン 灰 田 瑞 穂 撮 影 T oma s Sv ab 協力アートコートギャラリー

"-

a ut o n o m o u s  s y s t e m B02 (部 分) 20 10年/ 墜にカラーシート、アウリル板/ 4 16 X 2 17c m

壁にカ γ ティングシー ト、その 上部に 数センチの 間隔 をあけてアク リル板を

レーザーカ γ 卜し た立体物を取り付けた 。コンビュ ータによって作成された

図像には絵画のような形式のフレ ームはなく、その形態がその境界を形づ

くっている 。平面を級数の次元に開くことで、そ うしたあり方を表すことが

できればと考え制作し た。 ( 柳津 顕 )

コ

。

強簸と社会 ・201 1. 6 3  
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建 築 主・

龍 谷 大 学

設 計 ・監 理・

日E重言宣言十

施 工 .

ＩｾＩ 召車且

日 本電 設 工 業 ( 電 気 設 備工 事)

ダ イ ダ ン ( 機 械 設 備 工 事 )

龍省ミュ- ジアム

地谷大学創立370周年引業のひとつとして開設された龍谷ミュージアム

は、仏教に関する総合間物館である 。

槻川通りとれ. 1 . 1 小路にはさまれた敷地は、東1][11は大通りをへだてて西本願

寺と向かい合い、西1Jl11には小路に沿って門前11可が広がっている。

ｾ物の外観は西本願寺界ｼ限の景観に配段 、して屋 村ｾは Ｓ 寸勾配の切妻

とし、京都市の景観政策にあわせておｾの高さを Ｑ Ｕ ｭ におさえた 。一 方で

ミュージアムが必裂とする脳示室と 収蔵庫のヴォリュームを j 山上に附保

するため、エントランスホールや事務部]""'1を街路から 3 m下がった地下

に配置し、京IIIJ 家の伝統でもある 中庭を地 Fレベルに設けた。

展示室を J!ffi 川通り fJll l2 、 31精に配位し中庭の|リ] るさが通りから感じられる

ように、 119，5はスパン約35mのピロティの奥をガラス仮りとした。また、

他物の下をくぐ って*illi ふたつの通りをつなぐ巡り抜け路地を設けるこ

とで JJ f I かれたミュージアムを具体化 し、周辺の1"liii jlllJ に民lijkすることに

配1，&，した。

外fllll を特徴づける jLlj1Jl11ファサードの燦状セラミックルーパーは、展示室

のコンクリー卜の比感を 椀 Ｇｾｉ［ 的 にキ ｮ らげるだけでなく、 ｩｊ ｬｪ 口 が直接壁に

あたらないように日射遮蔽の役 割 もＪたしている 。 ￬ｬ［ 刻 ｲ つｬｉｬ ｊｬ 動的な ｉｾ は

刊本願寺が所蔵する 三十六人歌集の中から; t < の流れを梢L 、た伝統校織を

主ｾ物にあわせて翻案し、ミュージアムの活発な 、 伊［動が波紋のように広が

る織をイメージしながらデザインした。

( 赤木 |経 + l' 坂 浩剥1/ 1:1建設計)



西本願寺

/ し一一 n r f 一一寸 I ｲＺＺＺ一一 ｾ￭ 寸 ｉ I  

配 置 図 S=1 / 2000 

所 在 地一 一 一京都府京都市下京区中筋通正面下る丸屋町117

敷 地 面 積一一一一1，671.69rri

建築面積 1，342.85rri  

延 床 面 積一一一一4，412. 65ぱ

構 造 規 模一 一 一S R C， R C， S 造、地 上 3 階 地下 1 階

工 期一一一ー2009年 9 月 - 2010年 7 月 (展 示 工 事 - 2 011 年 3 月)

最 寄 駅一 一 一J R京 都 駅

混 影一 一 一東出清彦
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特集

E C O 

~建築設備ができるECO技術~

われわれは、 日常どれだけエネルギーに頼って生きているのだろう。 3

月11 目、突然東日本を襲 った大地震、 大津波、未曾有の大惨事により経

済活動は停止し、東 日本の電力事情は福島原発に見るように非常に厳しい

状況にな っている。 この電力不足の状況を打ち破るためにも、われわれに

は東日本と一体となってミニマムエネルギーの追求と自然エネルギー ・未

利用エネルギーの活用、電力負荷の更なる平準化が求められる。

今回の特集では低炭素社会 ・循環型社会に変革していくためのアイデア

を探り 、具体的に、われわれの身近なところで今使われている工コ技術、

これからの工コ技術、そして、はやりの工コ技術からそのアイデアを抽出

したい。

工コと言えば空調系技術が語られることが多いなかで、この特集では衛

生、電気、昇降機を同 じ土俵で語り 、建築に携わるわれわれ技術者に今で

きる E COは何かを考えていただく機会としたい。

関口部の熱 負荷 「 ・屋根の熱負 荷

・:懇1m制比 |  ・ 熱級術イ ｩ ＿ の ｉ ＱｑＺ ｗ ｾ

・断熱・主(;;l ，サ・ノシ |  ・ニi [ ( 天井内の換気

. 庇 ・ルーパー

・ベランダ

Ｍ 然記ｾ反射ガラス

.  ! l . ! '̂ ; ガラス

・外壁の熱 負荷

. 断熱と 1立ii T

- 外IIJi熱

- カラーコントロール

- 外気量制 御

. 外気冷房

・イ工.ii 人nに応 じた外気持入

. 予冷予勲、l待外気i監I断

・空調方 式

・気筒解析による空調Inti lij

.  V  A  V l i 式

・床吹き出し空調

. 恥1射 冷 l限切

- タスク ・アンピエ ン ト'll':;'J，I4

. ゾーニング・系統分:111)

.  N! 川"剖sJHHこ応じ空調機迎'1出

Ｎ スポッ ト ｾ調

・ 冷 却 水

- 冷却併を川いた7リーツーリング

・熱源機器

・然]I
J

1収 ヒート ポンプ冷出機

Ｎ 冷 ｊ 見 ｩ 機冷ノ ｬ＼ ｩｦｦｩｈ 克 Ｚｉｾ ｊ 街 ｬ

Ｍ 台数 Ｚ ｉ ｾ ｊ 街 Ｑ ( 然訪I; !際日日)

・ポンプ動力

- 可変涜 l，l ( V W V)  Ji 式

. 日I変流 :，tポンプ

・大1臥J.it差

Ｍ 冷ｾ 揺れ 然術開熱燃送

. 蓄 熱

・fij 然システ ム、 ヨ!く1"然

. エコマテリアル

l也i.Ji 促l i 1i 材料( VOCf L"ce)

. リサイウル材料

・ ぷ 材 表示、 ｬ ｩ ｜ ー 材料 型 ｾ ｌ ｾ ＷＱ

1ft 東物処理が容初な材料

. 創立j ll!i C O 2 の先' 1ミが

少ない材料

・省 資源 化

.  It{ IJ j J f r . 物の少ない材料 ・工法

. if:j 伽( [ . 問機能材料

・分解・!l.I 新 しやすい部材

. 長 寿 命 化

. lV I'命材料

- 給水・給湯

・給水方式

- 給iMシステムの改良

. 給 j易機只 ・給i泌i日正E

たとえば延べ面積 10，OOOni 程度のオ フィ スビルを想定して、空調、衛生、

電気、昇降機について今使える技術、これからの技術、使える工コ、はや

りの工コを紹介する。なお、これからの工コは建築設備だけではな く、 建

築設備と建築のコラボレーショ ンにより 、設備技術だけの限界を打ち破り、

その効果が大き く期待されるところ である。特集では “建築とのコ ラポ レ

ーション" も視野に入れている。 設備分科会幹事. 赤津正治



環境共生の住宅・

建築づくりの道程

~国際的協働行動を見据えて~

圃世紀をかけた息長い取り組みとしての

環境共生

もともと自然環境の中におかれた住まいや

都市の営みは、その自然の娠る鉾いに適応し、

自然の恵みを受け取りやすくする工夫の産物

でもあった。技術が発展してくると都市基盤

整備の方法や建築技術が高度化 し、都市開発

がなされ、高層建築物の集中した古11市が生ま

れるようにな った。住まいに生活機器類が使

われ、多く稼働する居住山境では、エネルギ

ーや資源の消 ｹｾ が多く、住まいと建築・都市

のエネルギー消費は地球潟暖化の一因となる

一方で、顕熱はヒー トアイランド現象を引き

起こした。

これに対して、省エネ建築が試みられ、ま

た、資源消'fi: によるインパク卜や自然生態へ

の悪影響を含めて、 トータルの環境負荷を削

減しながら、暮らす人には快適な住まいを椛

想し、実現する動きがなされた。「負荷が小

さく快適 ( Low i mpact  high  comf ort )  J な

住まい ・建築は先進国の共通の合言葉になっ

た。 日本国内では環境共生住宅、あるいはグ

リーン建築 ( Green bui  Idi ng) の動きは、 20

|立紀には環境共生都市づくりと H千応して展開

関西大学 環 境都市工 学部教授 された。

盛 岡 通

10 彊績と社会 ・201 1. 6

このような20世紀型の111境配慮の動きは、

乙の10年で低炭素建築( 者11市) や生態建築( 古11

市) としての実践と自に見える計測評価 ・認

証に傾斜する{ 頃向をより強めているように思

える。それは、技術と社会との相互作用の結

果であろう 。もともと、木原稿は編集部より、

r COP10から C OP15ヘ」というサブタイ ト

ルで書くようにと要請されたことを始まりと

する。言うまでもなく条約締約国会議 (COP)

は、条約ごとに回数を重ねてきた。生物多様

性条約国会議は2010年に C OPl Oが名古屋で

開催され、 気候変動枠組み条約のCOP15は

コペンハーゲンで2009i
ドに 11刷出さオ1 た。 乙

れらの勤きは、政治的プロセスであるととも

に、学術成果が社会的政策に組み込まれるプ

ロセスでもある 。

翻って見ると、 21 世紀に顕省になった動き

には、①共通的関心に向け社会志向の強い

( soc iall y  proact i ve) 学術コミュ ニテ ィも参

加した国際的連. t l (@ r桝恕一試行一評価一社

会実t長寸t_f;.及」の社会変革的動きが生まれて

いることーを挙けることができる。まず①の

点では、 三社会論ぐ低炭素社会、循JJ 詩型社会、

然共生社会) は、日本の歴代首相の加境立

国イニシアティブに祭り上げられたが、世界

の環境外交では、気候変動政策、生物多様性

戦略が国際述悦の二大事項であった。言い換

えると「循環J は命の巡りで「生物多胎性J

につながり、他方で「炭索循環の不全J で気

候変動につながる。

すなわち、匡|際連携ではスターンレポート

( 渦暖化の経済学) でI PCCの第 4 次レ ポー

トの政策者向け要約の枠組みが支えられ、

C OP15でコペン ハーゲン ・アコードの名で

自主的評価IIシステムを社会的に相互認証する

ことが追求されるに至っている 。 日本国内で

は排出足取引制度は正式に開始されるまでに

至っておらず、しかも 3.11の大震災 ・原発事

故以降には、 2030年目標の「温暖化対策の

M提( 原発14基新設) J が崩壊して枠組みの

再構築が必要となっていて、楓暖化対策( エ

ネルギ一対策) 上の記長題も大きい。 しかし、

中長期的には化石燃料の消貨削減を実現する

人類史的な行動から外れることはない。その

ためにも、気候( 変動) 政策として、安全を

2010年に、そ

れまで中間報告

の「生態系と生

物多様性の経済

学J のビジネス

向けがまとめら

れ、その最終版

( 下段) は2011

年 2 月に発刊さ

れた。

ht t p: //www 

t eebweb. org/  



含めて徹底的に社会的コストを内部化して判

断すること、規制制度 - 市場活用 ・情報交流

の 3つの施策の統合を図る乙と、削減と適応

の複眼戦略をとる乙と、等が今まで以上に強

調される 。

もう 一つの国際連携の対象はエコシステム

であり、生物多様性を生態系サービスの源と

して、その恵みを受ける主体がその受け取り

( 依存) のみならず、生物多様性に影響を与

えることＨイン ｊ ｾ クトＩを的確に判断するこ

とやその価値を把握する枠組みを I UCN等が

検討し、ドイツ政府の諮問委員会を通して「生

態系と生物多様性の経済学J として提言した

ことにより、国際的な協働行動は大きく前進

した。「企業等が関係し責任を持つ生態系サ

ービスの評価 ( CESR ) J が示 され、国際的

なガイドラインとなってきた。COP10名註7

屋会議では、名古屋議定書とと もに愛知ター

ゲッ卜 (20目標の戦略計画) が採択されたが、

とれにより、建築や都市にも生物多様性を高

める( 維持する) 設計として具体化 される乙

ととなった。

これらの二つの分野で特徴的なのは、社会

の構成員の行・動を促すには、炭素の勘定の上

にそのインパク卜を評価し適切に価格をつけ

るという科学に支えられた行動を育む一方

で、エコシステムサービスの勘定と人間側の

組織の依存とインパク卜を評価に加えて、さ

らに経済的評価を行おうとしている点であ

る。経済評価の確度が高まれば、それを社会

的に流通させ、環境性能の基準値とともに活

動の準拠やルールにしていくことが可能とな

る。乙の点では、当初の自主的な基準が、建

築や者1¥市開発の際の技術基準、製品サービス

の基準として定着してくる過程を見抜いてお

くことが、経済主体の中長期的な戦略に欠か

せない。

この点では、日本国内ではC A S B E Eによ

る建築物の品質と環境負荷の評価が浸透し、

その評価が市場で評価される時代に入りつつ

ある 。例えば虎ノ門・ 六本木地区第一種市街

地再開発事業では、建物の省エネルギー性能

を示すE R R値で37%のC 02削減と J HE P (ノ 、

ビタット評価認証) で i AAAJ ( 最高ランク)

という認証取得をするなどで、総合的な環境

性能として最高ランクのC A S B E E- S を取

得している 。

この流れは、欧州が始めた排出量取引制度

を者1¥市レベルで導入( キャップアンド トレー

ドとして) を図った東京都の低炭素型都市づ

くりの取り組みに影響を受けているし、 ドイ

ツ環境省の支援で手経i続しているビジネスと生

物多様性イニシアティフ。への日本企業の参画

の輸の広がりの中で捉えることもできる。後

者で言 えば、生物多様性イニシアティブに参

加している銀行は、生物多様性の観点からの

不動産コンサルティング、生物多様性をテー

マとした株式投資信託の提供、環境格付融資

における生物多様性の評価等を事業として展

開している 。

東京都は低炭素型者1¥市づくりを、 C40の囲

内H佐ーの正式参加者1¥市として積極的に進めて

いて、次の 4 つの重要な柱として展開してい

る。

①東京都の大規模事業者対策としての総量規

制と排出量取引制度

②者1¥内中小規模事業所対策としての地球渦暖

化対策報告書制度

①建築物環境計画書制度と都市開発諸制度

①地域におけるエネルギー有効利用計画制度

このうち、特に建築都市開発に深い関係を

持つのは、 5000rri 以上の特定建葉物の新築 ・

増築に対して、東京割程築物環境配慮、指針に

基づく配慮義務を反映した建築物環境計画蓄

を作成 ・提出させ、都のHP で公表する手順

と、通称「者1¥市開発諸制度におけるカーボン

マイナスに関する基準」の適用であろう 。こ

うして、省エネルギー性能評価書が建築物の

大規模な都市開発

では地下5 階にま

で巨大なエネルギ

ーセンタが立地

し、蓄熱槽を活用

したヒートポン

プ、ガスコジエネ

等を組み合わせる

仰ト東京ミッド

タウン) 。さらに

将来的には太陽光

利用やグリ ーン電

力の銭外からの調

達で負荷を下げる

低炭素モデルも釜

場。

売買、賃貸|時に契約の相手方( テナントや投

資家等) に交付 され、その評価が市場取引に

反映 されるという方向で好循環が生まれるこ

とが期待されている。

その技術的な立脚点は、東京都の判断では、

新築ビ、ルの二酸化炭素削減で狙う対象はエネ

ルギー使用量の 4 割を占める空調熱源 - 搬送

動力であり、その負荷変動に応じた効率的運

転を実現する設計をすることで、増大するビ

ル需要からのトータルの二酸化炭素負荷を下

げつつ、費用対効果をも高める ζ とを誘導し

ている。また、環境性能の優れた建穀物が評

価 される不動産市場を形成するべく、マンシ

ョン環境性能表示を促し、建禦物の売買 - 賃

貸H寺に契約相手に省エネルギー性能評価書の

交付- を義務付けている 。

. 環境共生の住まいを創る試み

環境共生の住まいを創ってLベ試みは、社

会の波とともにうねりを生じてきた。旧聞に

なるが、少しさかのぼってみよう 。1986年

のブルントラン 卜レポートにより持続可能な

社会が国際的コミ ットメン卜の目標とされた

が、住まいや者1¥市づくりもそれと連動してき

た。1980年頃には環境共生都市やコンパク

トシティは空間形態として提案された色彩が

強かったのに対して、ほぽ同時期に姿を見せ

たエコヴィレッジ等のコミュニティづくりで

は、住まい方や低負荷型の実践が目立ってい

た。

例えば、 I UH (Integral  Urban  House: Self-

rel iant  Li v ing  in the  Ci t y ， Far all ones 

11 



Inst itute， 1982) では、実践的な自立型者11市

の試みをアメリカ西海岸を中心として紹介し

た。住宅団地開発として有名なデービスビレ

ッジホームズで、は、田園都市のオープンスペ

ースの豊かさに省エネルギー省資源( 積極的

なパッシブ ・ソーラー) を組み入れ、コミュ

ニティが一緒に楽しめるガーデンライフを目

指した。クルドサック式街路を採用したが、

ガソリン車に代わるモビリティとしては未だ

自転車利用をシンボル化していた H寺代であ

る。

乙れに対して、オランダでの環; 境共生住宅

は、当H寺の国家環境戦略計画に住み続けられ

る住まいを位置付けたとともあって、鉄道駅

周りの自転車中心部市ハウテン( 先進的

T OD、 Transi t-or iented devel opment ) や低

湿地に生態的にも質を上げつつ自然と共生す

る低負荷型低層住宅街区( 約100戸) を形成

したエコロニア等の先進事例を生み出した。

乙の場合でも太陽熱( ソーラコレクター) の

利用なと 、 ｊｾ ッシブの傾 向が強く、加えて、時

断熱や窓の設計などで設備商が工夫されてい

る程度であった。

このような傾向が大きく変わるのは、欧米

で再生可能エネルギーへの関心が建築や居住

の分野でも大きくなった社会潮流と軌をーに

する 。臥: 7 f C では、脱化石で、バイオマスあるい

はガスによる熱供給が試みられ、集合住宅街

区では熱電併給プラン卜が設置され、 地区街

区レベルのエネルギー設備の革新がなされ

た。 ドイツ等で太陽光、スペイン等で太陽熱

を積極的に住まい建築に導入し、その普及モ

デルとして特色ある住宅地が形成された。

典型例がオランダのアメルスフ オー トであ

り、その規模は2000年にすで、に20ni l 戸で、ピ

ーク 100WI ni の太陽電池を500戸規模で l

M W級モデルを作る一方、熱電複合型ソーラ

利用賃貸集合住宅 (50戸タイプ、各戸5.6ni

のコレクターと 22.5ni のPV) を提供した。

その試みは明快な目標の設定、スーノわすイザ

ーの任用、 DC BAのランク付け等、今日の

日本の環境モデル都市等の建築街区誘導策を

先取りしている J惑がある。

アメルスフオートの次世代版に位; 置付けら

れる街区は、逆潮の弊害を蓄電で有1iう 実証を

も組み込んだ群馬県下の事業であった。2009
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年に US AのDoEにも注目された国内の最大

規模の群馬県太田市の約500戸規模の太陽光

発電と街区グリッドの適応制御実証モデル

( NE DO事業) は、蓄電機能の設置により双

方向の可能性を高め、世界のソーラタウンの

質を塗り替えようとする野心的な試みであっ

た。大規模集中発電と強く安定した一方向流

れの系統電力の階層的システムが卓越する中

で、街区レベルの装置( 今でいう複数ユーザ

ー型のB E MSや街区エネルギーマネジメン

卜・システム) で蓄電を含む分散型電力制御

を推進しようとしたが、その実証期間では電

事法等の制度上で大きな障害が残されてい

た。

そのととから、次世代エネルギー・社会シ

ステムを実証する事業として、蓄電機能を自

ら備えた住戸重装置型に限定することなく街

区のエネルギー管理に広げ、地域節電所や直

流住宅( 北九州) やスマート BE MS ( 横浜)

等の名称で、エネルギー社会技術の未来を展

望するモデルが 4 者11市で採用され、複数都市

でE Vからの放電で需給変動を抑えて蓄電コ

スト等を削減するモデルが模索されている。

上海博覧会に英国から出展され注目された

のが Z E Dモデルであり、その解説書 (T he

ZEDbook:  Solut ion  for Shr inki ng  ¥tVorl d， 

B. Danst 巴r，B.  Gil bert ， ZEDf act ory Lt d， 

Routledge， 2008，高口洋人と仁1"島裕輔による

日本語訳は2010年発刊、鹿島出版紅) も出

版されている 。Z E Dとは、 Zero E mission 

Devel opment の略で、あり、ロンドン郊外の職

住近接型の開発として2002年に姿を現した

BedZED ( ベディン トン ZED) を典型例に、

精力的な実践活動を行っている 。エコロ ジカ

ル・フットプリントをベースに気候変動の削

減政策と適応政策を展開したロンドン市の試

みと共通して、住まいと暮らしの容量的限界

をフットプリントによって捉えた上で、次の

ような Z E D原則を示して、低炭素型の住ま

いを普及させる方式をとっている。

①Z E Dは2.1t l 人/ 年 より少ない二酸化炭素

排出量で、高い生活の質を確保

①化石燃料の使用を回避し、将来のJ] 見化石の

実現を 目指す

①エネルギー消費を 8割減らし、再生可能エ

ネルギーでまかない、生活を維持

@ 公平に実現する Z E Dな生活は、 2 ghal 人

のフットプリント以下で実現

さらに Z E Dの基準を示して、次のような

漸進的なアプローチを示している。すなわち、

まずは可能な限り 地場産の建材等で造り上げ

る断熱性蓄熱性を持った建物を求め、パッシ

ブ型を基調に、屋上緑化、床などの詳細設計

で熱の放散を防ぎ、気密性を高め、高性能サ

ッシ、日よけに加えて、特色ある形の煙突出

ghaとは

エコロジカル ーフットプリントの単位であ

るグ口 / てルヘクタ ールJ (gha) とは、

標準化した生物生産力の単位として、「平

均的な生物生産力を持つ土地 1 ヘクタ-

l レj に相当するものとして計算されている。

ｗｗｆ ジャパンとグ 口 ＭＯ ｾ ルフットプリ

ント・ネットワークは、共同で 『エコロジ

力ルフットプリント レポート 日本

2009J を発表。 http: //www.wwf.or. j p/

太陽光発電と EV

の力一シェアリン

グで環境先進を訴

えるマンシヨン

は、系統電力でな

く、スマ トグリ

ッドで支えられる

( 北九州市東田 )。

さらに、域内の、

太陽光発電の戸建

( 直流ハウス) で

は、設備や家電を

駆動制御する次世

代モデルも実装予

定。



熱交換換気システムを設言|している 。熱源、に

は、ソーラーコレクタ一、木質系バイオマス

等を基調とし、太陽光発電による住戸内電力

供給を推薦し、ヒートポンプやコジェネレー

ションも居住密度や都市気候帯により採用す

るケースも想定している 。

また、カーシェアリング用のEVの導入も

なされていて、そのバリエーションは幅広い。

山村型、郊外型、都心型等いくつかのタイプ

を想定して実証モデルを提示しているが、そ

れらの建築を導入前に判断するために環境負

荷( エネルギー消費等) のシミュレータを用

意して、生み出すと想定されるパフォーマン

スを関係者が評価することができる。

. 工コ技術に加えて安心を展開する

環境未来都市等に期待する

エコ技術を展開するには、普及促進のため

にモデル事業の試みがなされた。囲内では、

低炭素社会モデル街区形成促進、街区まるご

と二酸化炭素削減、低炭素地j或づくり面的対

策促進、サステイナブル者11市再開発促進モデ

ルなどの名称を乱発したために、補助や委託

の創n分化、少額化が進み、やがて桝想等の枠

組み提案と個別事業支援が分自I f し、それぞれ

の都市では困惑が広がっている 。 とりわけ、

開境モデル者11市の採択と、その後の到達度評

価li による性急な見直しの動きは、 地方分権の

基本から離れているのではないかとも言われ

ている 。

その中で、平成22年度内にも方向性が出さ

れると期待された環境未来都市の椛想は、桝

想レベルの 5 月公募に引き続いて、特区申請

との連携を念頭に置きながら「規制制度見直

しJ を*111に提案することを内閣府は求めてい

る。 もはや単独のコア技術の実証で生み出さ

れる環境共生のレベルではなく、街区や地区

でのシステムであり、産業政策( 経済産業省)

としても国土政策( 国交省) としても、都市

づくりの海外への応用 01輸出へのアライアン

ス形成も) を志向する乙とが促されている 。

それだけに、まちづくりや建築事業そのもの

の通常事業のレベルで、そのような社会要詰

を内部化 し、特段の補助や委託でなくても実

施していくような理解と取り組み体制 を都市

側のイニシアティブで構築してゆかねばなら

ない。「梢想実現の障害は規制や制度だj と

きいながら国は率先してそれを変えようとし

ないし、税を含めて、 地方主権に変える方向

転換もしない聞に大震災に遭遇してしまっ

た。

大規J模災害に遭遇すると、打ち克つ強さを

求める意見も 、立ち直りのしなやかさを強調

する意見も 出て くる。: WJ 境未来都市の柱に安

心安全や防災を入れるのも芝UII釘できないこと

ではない。 しかし、その場合でも、人間に恵

みを与えつつ時に荒れる自然にも変わる自然

にも適応し、未来も共生していく座標中111をい

つもしっかり持たねばならない。高齢化や人

口減の中で、福祉は生涯を通して育み分かち

合う対象として考えていくことであって、特

定の層のかかわりではない。その上で、地域

のコミュニティがエネルギーも安心も福祉

も、 l主|ら運営していく姿と重ねて i低炭素抑市

に多重な設えを構築していくことが大事では

ないか。

ここに示した絵柄は、乙の特集号で編集部

が採用している建築 ・設備エコマ ップ( 特集

扉参照) をよりよく 地域コミュニティに実現

していく上でのまち側からの視座、とりわけ

低炭素の勘定評価の 4 つの側面を示したつも

りである 。f主j区のエネルギーマネジメントと

か、 I山区のファシリティマネジメン卜として

比較的にこれま でも語られていた内容に応じ

た考えである。言い換えると古11市や街区の環

境性能とのつながり、インターフェイスを持

つ建築・設備であることが望まれる。

加 えて、この間の休験が促しているように、

ごれらの街区や地区のインフラと建築 ・設備

が、避難や福祉サービス等の継続を含めた安

心、自立等の商でいかにあるべきか、都市や

コミュニティのt脳流 ・持続 - 生存のガパナン

スの面から見ていかがなものかについて、 JI要

を落ち着けて吟味する必要があろう 。すなわ

ち、典型的には省エネルギーや炭素効率性が

1奇いという面で評価された環境性能は、盟か

な生活の質と相まって発揮されるとするのが

環境未来都市の狙いのように思えるからであ

る。一極集中型でないとして、いかほどの分

散かつ自立 ・連携なのかは、ひとたび孤立し

たH寺のセルフサポートをいかに考えるかによ

るだろう 。阪神淡路の被災の後、自立型のラ

イフスポッ ト村 ￭ｾ ｪ［ Ｑ やサステイナブル ・リビル

デイング構想をまとめた報告書を、この時期

に再び見て、同じところを螺旋のように巡っ

ていることに気づく 。技術ははるかに進んだ

が、知恵の方はいかがなものだろうか。

(もりおか とおる)

プラグインハイブリッド、 EV、歩行、自転車などと、

交通オフセット、エコツーリズム等のサステイナブ

ルモビリティ

13 
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図 1 ソーラークーリング

空調系

最新の空調熱源による

ECO 

側 安 井 建 築設計事務所設備部

福 谷 周

図2 杭を用いた地中熱利用

1  ) 側国立環境研究所 ホームページ

http://ww¥V- gio. nies.go.jp/aboutghg/ni rl ni. -j .html  

2)  0ゆ省エネルギーセン ターホームページ

http:1人V W¥V.eccj  .or.j pl  offi ce_b  Idg/ Ol. h  t m 1  

3)  (社控気調和li 抗生工学会編 「都市ガスによるコ ー

ジェ ネレ ーションシステム計四i. 設百! と市イIlJjJ

4)  (他日本熱供給事業協会ホームページ

http: //wl V¥V.jdhc.or .j p/syst em/syst em02_09.ht ml  
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低炭素社会の実現に向けて、2050年まで

に世界全体の排出量の少なくとも 50%は削減

する必要があり、日本でも2020年に、 1990年

比で、温室効果ガス25%削減という目標が設定

されている。事務所など業務他部門からのエ

ネルギー起源のC02排出量は、 2009年度にお

いて2.16億 t- C02で、日本全体の排出量の約

20%を占めており 1) 、建物の省エネルギー化

は重要な課題となっている。

- 空調熱源回りのECO

建物の省エネルギーは、負荷を低減し( 断

熱や 自身l遮蔽等) 、できるだけ再生可能なエ

ネルギーを利用しながら( 自然エネルギー利

用等) 、負荷に対するエネルギー消費を最小

化 ( 機器の高効率化等) することである 。な

かでも年間のエネルギー消自' の30%程度を

消費する空調熱源( 熱源機器や熱搬送のポン

易になり、省エネについても、複数台を台数

制御や容量制御することにより、システム全

体で、の最適な効率で、の運転が可能になる。全

体最適という宇掛佐な制御もメーカーが用意し

ているコントローラーにより手軽に実現が可

能である 。10年前の機種と 比! 絞して、空調熱

折、で使用する電力を30%程度削減可能と考

えられる。

ガス空調熱源の代表であるガス l吸収式冷漏

水機の省エネ 化 も目覚ましい。10 - 15年前

の主流であった26%省エネ型 (n%省エネl l i !

というのは開発一 号機からの燃料消費の削減

率を表している) は、 40- 45%省エネ型に

置き換わりつつある。ガス消費だけでなく、

付属ポンプのインバータ 化等により 、電力消

費の省エネも図られており、全体の省エネ擦

はより大きなものとな っている。また、音15分

負荷効率を大幅に向上させた機種もラインナ

プなど) 2) の高効率化は、建築設備ができる ップされている。15年前の機種と 比較して、

E COの大きな制合を占める。 空調熱源、で燃料消費量を使用するエネルギー

を30%程度削減可能と考えられる。

. 超高効率熱源機器

効果的な省エネルギー手法が、最新の高効 ・熱搬送の省エネルギー

率熱源機器の採用あるいはリニューアルであ

る。近年は、特に部分負荷効率の向上に力を

入れた機器の開発が進められている 。一般的

に夏場のピーク負荷を処理する能力を持った

機種が設置されるが、実際にそのような最大

能力が必要な時聞はわずかであり、大部分が

部分負荷状態での運転となる 。事務所 ビルな

どでは部分負荷40%以下の状態が、空調運転

11寺聞の約50%を占めると 言われている 3) 。

部分負荷効率の向上により、 リニューアル

H寺期が近づいている 10- 15年前の機種と 比

較して、大Ip; n な省エネが実現可能で、ある 。例

えば、インパータターボ冷凍機は、冷却水渦

度が低ければ部分負荷時のcop (成績係数

消費エネルギーに対する冷却 ・加熱能力の

比) が20以上となる機種も出てきている 。15

年前の機種と よ凶交して、空調熱源で使用する

電力を40%不自主z削減可能と考えられる。

もう少し小規模な建物用として、空冷 ヒー

トポンプチラーがある。近年は小型小容量の

機種を連結して使用するモジュール型が主流

になりつつある 。モジュールという考え方に

より、リスク分散や将来の増設対応などが容

熱源水の搬送( 冷温水の循環) にも様々な

省エネルギー技術が開発 - 実装されている。

代表的な省エネルギーが可変流量制維11 (V WV  

制維11) である 。可変流量を可能とするインバ

ータが安価になり、ｬｊｾ在では 一 般的な省エネ

技術と言 える 。また、可変流量制御のやり方

にも様々な方式があるが、空調機1Jl11のパルブ

と述係制御を行ったりすることで、定流量方

式の90%近いエネルギー消費削減も可能に

なってきている 。 冷温水の大法｜｜Ｎｊｾ 差 送水も省

エネルギーには有効で、ある 。従来冷? 晶水は 7

℃で送って12

0

Cで戻っ てくるというように

5

0

C差にて運用されていたが、機器の大沼岐

差対応、が進み、 7

0

C差や1O"C差にて運転する

ことが可能とな った。 5

0

C差から 10

0

C差にな

れば、同じ熱量を運ぶ水量は半分となり、ポ

ンプの消費電力も圧力が同 じであれば半分と

なる 。

. 再生可能エネルギー ・未利用エネルギー

の活用

機器の高効率化や省エネルギー制御以外に

も、再生可能エネルギーの利用や従来廃棄し



ていたエネルギーの活用も実用化 されている 0

. ソーラークーリング 高効率熱源機に再生

可能エネルギーを組み合わせたハイブリ ッド

熱ｬｉ ｪｾ も登 ｩ 易している 。 太陽熱を 併用 したガス

冷暖房のソーラークーリングシステムであ

る。ガス l吸収式冷温水機はガスを焚いて冷温

水を作るのに対し、ガスの代わりに太陽熱を

集熱した祖水にて冷暖房を行うものである。

太陽熱を優先的に利用し、天気の惑い臼など

で太陽熱が不足する場合は、ガスでパックア

ップを図るものである。実証言A! 験では年間20

%平日B t の省エネルギー効果が見込まれており、

来rr しい空調システムとして注目したp( 図 1)  0  

. 地中熱利用 脚光を浴びつつあるのが地中

熱である。これは、 地中や地下水の滑J立が年

間を通して15

0

C程度で一定( 外気と比べ夏は

涼しく冬は暖かい) していることを利用した

ものである。地中熱の利用形態としては、地

中の熱と熱交換してそのまま直接利用する方

山と、 地下水などを汲み上げてヒートポンプ

利用する方式などがあり 、建物の設世環境や

用途などに より使い分けられている。特に、

構造として必要な杭の中にパイプを柿入して

利用する杭採熱方式は、 比較的安1ill Iに梢築で、

きる方式である( 図 2 ) 。

・都市廃熱利用 都市からは多くの廃熱が出

ており、こ れを熱回収できれば大きな E CO

となる 。なかでも下水熱は都市廃熱の 4 剖を

占めると 言われ 4) 、また、年間を通じて安定

的な供給を見込める 。j 山中熱同級に直接利用、

ヒートポンプ利用などがあり、下水処理場に

表 1 燃料電池の主な種類

PEF C PAF C 

固体高分子形 りん酸形

電解質 イオン交換膜 りん酸

銀体イオン
H+  H+  

触 錬 白金系 白金系

近い地域冷暖房施設の熱源として大きな期待

がかか っている。地域冷暖房だけでなく、大

規棋マンシ ョンなどで利用されているディス

ポーザー排水処理の過程で、ノ Tイオガスを生成

し、バイオガスを燃焼させて屯力と熱を得る

コージェネレーションシステムも 開発が進ん

でいる 。

. 燃料電池 次世代のクリーンエネルギーと

して最も有望視されているのが燃料電池であ

る。燃料電池は、水素と酸素から電気を発とい

させる発電装世であり、発電時に二酸化炭素

を排出 しないことや、高い発電効率が可能な

ことから、発-;' [111寺に生じた熱を併せて空調に

不IJ 用するコージェネレーションシステムとし

ても期待されている 。燃料電池には主に 4 つ

のタイプがあり( 表 1 ) 、業務用ビルなどで

の利用が期待されるのが、固体酸化物形であ

る。車載用として開発が進めら れている固体

高分子形よりも効率が高いのが特徴である。

家庭用としては実用化されているが、ビル用

として普及するにはコストや耐久性に課題を

残している。

- 個別空調のECO

従来は 小 規ｾ葉ビルなどで 利 用されてきた個

別式空調であるが、最近では10万ni クラスの

大JfM奨オフィスビルに線用 されるなど、オフ

ィスピルにおいては完全に主流となってい

る。

個別空調の省エネ化は近年の重要なF ，l l l題と

なってきている 。

MC F C  S OF C 

溶融炭酸短形 固体酸化物形

炭酸リチウム、

安定化ジルコニア

炭酪ナトリウム

COi - 0
2
-

不要 不要

燃料極 H2→ 2 W+ 2 e- H2→ 2 W+ 2 e-

H2+ C Oi 一→

H2+ 02- → H20 +2e-

H20 + C 02+ 2 e-

反 応 式

す0 2+ 肘 + 2 e す0 2+ 肘 + 包 す0 2+ ∞ け 白
空気極 土 0 2+ 2 e → 0

2

→ H20  → H20  → COi -
2  

作用温度 CC) 8 0 - 1 0 0  190- 200 6 0 0 - 7 0 0  800- 1 ，0 0 0  

燃料 水素 水素 水素、一酸化炭素 水素、一酸化炭素

発電効率( %) 3 0 - 4 0  4 0 - 4 5  5 0 - 6 5  5 0 - 7 0  

惣定発電出力 数Wー数十k W 100- 数百k W 数百M W 数 k Wー数十M W

家庭用 家庭用

主な用途 携帯端末 業務用 大規模発電用 業務用

自動車用 大規模発電用

- パッケージ、工アコンの

省エネチユ一二ンク‘

個別空調で用いられるパッケー ジエアコン

は、必要な機能がひととおり組み込まれてお

り、機器自体の高効率化以外に省エネルギー

化を図る要素は少ない。 しかしノ T ッケージエ

アコンは峨々な建物における設置 ・運用条例ニ

を満足するようにした汎用品であり 、これを

建物ごとに巽なる条件に最適化することで、

省エネが可能である。例えばビル用マルチE ll

パ ッケー ジエアコンは、室外機と室内機の高

低差50m以内といった設置の自由度を持たせ

ているため、冷媒を循環さ せ るための圧力が

高めに設定されている。 しかし、笑際は個々

の設置状況に応じた必要最小限の圧力まで下

げることで、省エネルギーが可能である。 ま

た、ピル用マルチ型パッケージエアコンでは

冷媒の溜 ｕ ｾ ( 蒸発温度) が一定になるような

制御lが主流で、あるが、とれはピーク負荷で必

要な冷! l J i Ia，則立であり、 中閥均j などは空調負荷

が低い場合などは冷媒温度を高く設定するこ

とで快適性を損なわず、機器の効率を上げる

ことが可能で、ある 。現状の使われ方にもよる

が、年 ｲ ｉＱ｝ Ｑｏ ｾＲＰＥ 程度の電力 削 減効果が期

待?さオ1 る。J { ッケージエア コンメーカーでは、

既設機器の現地チューニングや、天気予報や

苔柏データなどと組み合わせて遠隔で、チュー

ニンク守するサービスもしている。

IZEBを目指して

建物の省エネルギー 化の目標として Z E B

( ネットゼロ ・エネルギー ・ビj レ) が挙げら

れる。Z E Bとは「鐙築物における 一次エネ

ルギー消'i:'i:・2 を、建築陶設備の省エネ性能

の向上、エネルギーの面的利用、オンサイト

での再生可能エネルギーの活用等に より削減

し、年IIUの一次エネルギー消費琵が正味( ネ

ット) でゼロまたはおおむねゼロとなる辿築

物J と定義されている。 ここでは技術要素と

して空調熱源回りの省エネルギーについて記

載したが、 Z E Bの実現には、ファサードエ

ンジニア リングを始めとした意匠・ 桝造 ・設

備が一体 となった環境計画が必要で、あろう 。

また、運用段階のt総統的なコミッショニング

やライフスタ イルにまで踏み込んだ4)1案が期

待されていると感じている。 (ふくたにひろし)
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空調系

室内空調設備の

最新動向

側 竹 中工務庖設計部

設 備 グル ープリーダ一 課長

篠 島隆司
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環境負荷低減は社会的な絶対条例ニで、あり、 条件によって運転モードを変化させ、年聞を

快適なオフィス環境の創出を省エネルギーで 通じて外気の持つエネルギーを最大限に利用

達成する乙とが求められている 。そこで、近 することを狙った空調システムである 。とこ

年ではパッシブな12i 坑制御機能を取り入れ、 に紹介するオフィスビル( 図， ) では、建物

外気などの自然エネルギーを有効活用しよう の骨格が外周に分散配置された外殻ブレース

とした計画も多くなっている 。一方、オフィ 構造であり、そのブレース下部のテe ッドスペ

スの知的生産' 性に関する研究が産官学で、広く ースを利用し、薄型ハイブリッド空調機を設

実施され、その関心が高まってきており、こ 置している 。外周に配されたガ ラリがこの空

れまで以上にオフィス空間の居住環境の質を 調機と 一体となることで、時には自然の風を

高めることが望まれている。 取り入れる通風口として、 H寺には外気冷房を

このような中で、室内空調設備についても、 行う外気収入口として機能し、建築、桝造、

空調機器の高効率化やV A V ( 可変風量シス 設備がイ ンテグレー 卜された多機能外壁( 図

テム) などの設備技術による省エネルギー、 2 ) としての性能を有している。一方、建物

個別空調化にとどまらず、ダブルスキンや外 内部には、 4つの大きな吹抜けが設けら れて

部ルーパ一、光庭などの建築計画と密接に闘 いる。この吹抜けのうち 3つは外部空間の光

係する事例が増えてきている 。ここでは、建 庭になっており、季節や時刻、天候の移り変

築計画と融合させた最新事例を紹介する。 わりなどを居住者に感じさせる自然との接点

となっていると同H寺に、呼吸する外壁より取

り込まれた外気が再び屋外に抜ける自然通風- ハイブリ ッド空調システム

ノ、イブリッド空調システムとは、室内外の の風路を形成している 。

=色

気

図 1 多機能外壁

図2 基準階の設備計画
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ハイブリッド空調機のflj lJ 御は、 ①空調機を

停止し外壁の泊廷と外壁ガラリを利用して空

気を流す自然通風モード① 自然通風と低温送

60%鳥 風を同時に行うハイブリッドモード馴気を

40%品直接ファンで送風する外気冷房モー ド①|次出

20% し? 晶度を l1

0

C で行う低t品送風モードの 4 つ

の運転モードを自動選択する 。図 3 に空調機

での冷房負荷処理の内訳を示すが、外気温の

高い 7月- 9 月は負荷処理を冷水で行う割合図3 外気導入による省エネ効果( 月別)



が多いが、その他の月では外気の冷熱が有効

に使われており、その割合は中間 ｊｾｪ に特に高

く80%程度となり 、外気利 用により年間で

20%の空調負荷が削減可能となる。

- 放射併用パーソナル空調

省エネルギー性をより高めながら、室内温

熱環境の質を向上させて知的創造空間を創出

する手法として、タスク ・アンビエン卜空調

や放射空調が注目されている 。 また、潜熱と

顕熱を 別々に処理す る潜熱 ・顕熱分離空調

は、空調に使用する熱媒の温度帯を室内環境

? 由亙に近づけて省エネルギー化を図ることが

できるため、その技術への期待が高まってい

る。 この熱媒の7日直平野の利用に最も適した手

法として、放射空調が考えられる( 写真 1 ) 。

放射空調には、天井や床に冷温水配管' を敷設

する水方式と、冷t田 Lにより金属パネルやJI英

材から放射する空気方式があるが、ここでは

金属製パン チングパネルを利用した放射併用

ノTーソナル空調システムを紹介する 。

写真 1 放射空調内観

システムの基本的な考え方を 図 4 に示す。

放射 空調は、放射面となる天井・床パネル・

デスク等の表面温度を20- 23

0

C として、体

表面温度との差による放射で人体からの熱負

荷を取り除き、年間を通じで快適性の高い惣

調を行うことができる。空調はビル用マルチ

を採用しているが、換気 ・除湿 ・力[ J 湿はヒー

トポンプ式デシカントを採用し、除湿処理効

果により、ビル用マルチの冷媒蒸発温度を上

げて顕熱処理比を高めることで、省エネルギ

ー性を向上させている。パーソナル空調は、

天井 ・床・デスクなどに設置したパーソナル

気流ユニッ ト ( 図 5 ) により、個人に対して

ピンポイン卜で風向と風量を調整して、個人

の好みに応じた空調環境を提供できる。放射

軍

図 4

放射併用パーソナル空調の

考え方

放射を併用した上で居住者が自由に環境選択できる空調システム

図 5 風量調節ダンパ一風空調節ダンパー

パーソナル気流ユニット J 、一一 L  J  _/_ 〆 L

1m' 一、-官一 説 l i '  1 ーかて. I'il U  <""， 'l 

E L. :l... I. 'j L J / 'l'IL  ｖ ｾ 一 誠 一 Ｎｌｾ 崩し

る.垂直 '・ 斜め35度 昆量調車Z乙，p 込

』且山ーー一一水平拡散気流

| 指向性垂直吹出 1 1 指向性斜め吹出 1 1 拡散性水平吹出|

図 6

ダフルスキン

温熱シミュ レーション

( 夏季)

自然換気によるスキン内温度分布 空調排気導入によるスキン内温度分布

を向上できる。 トガラス、インナースキンにLow- eガラスと

導入後の実績では、天井放射パネルは、若

干の温度分布が見られるが、表面温度22

0

C程

度まで冷却されており、放射による高い効果

を示した。また、パーソナル気流ユニットは、

座席への気流到達性能が確保 されており、 個

人の好みに応じた操作が可能であるため、居

住者の評価 もおおむ、ね良好であった。 乙れに

より 、空調エネルギーの30%削減が図れる。

- 室内排気導入型ダブルスキン

この項では、ダブルスキンによる外皮性能

の向上に取り組み、建築 ・設備を融合し、空

調負荷低減を行った l e- WALLJ を紹介する。

l e- WAL L J は日射負荷の低減、超薄型、*リ

し、ダブルスキンサッシ聞に電動ロールスク

リーンを設けている。見込み寸ー法250mmとい

うj国薄型一体型のダブルスキンカーテンウオ

ールは、賃貸面積を最大限に確保する乙とが

でき、事業性に優れ、施工性にも優れている 。

そのダブルスキンサッシ間には室内空調排

気を導入しており、ダブルスキンサッシ内の

日射 によって暖められた熱は、各|精ごとに排

熱を行った。自然通気と空調排気導入の場合

のシミュレーション結果を図 6 に示すが、が1，

導入の場合はロールスクリーン内側イ ンナ

ースキン外側で30

0

C程度となり、良好な結果

を示した。 日射熱取得率は、スクリーン有り

空調排気導入時にて 6 %と、優れた熱的性能

併用パーソ ナル空調は、 室内?品JJ r を高めに設 震装置との一体化という複数の機能をそなえ を示した。

定しても快適性を損なわず、個人の環境要素 たダブルスキンカーテンウオールである。梢
(しのじま たかし)

と環境選択域を広げながら、エネルギー効率 造的特長としては、アウタースキンはフロー

17 
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圃給水システムの省エネルギーと

非常時の備え

安全で、衛生的な飲料水の供給は、米国やヨ

ーロッパなど西洋の技術を導入して一般化し

た。主な配水管からの給水方法は、戸建住宅

に採用される直結方式と集合住宅や事務所な

どに採用される受水梢方式に大別される。1)

. 直結方式 集合住宅などでの直結方式とし

ては、ブースターポンプを用いる直結増圧方

式が挙げられ、平成 6年度以降、大阪市、東

京都などで導入された。 さらに、高階建物や

大規模集合住宅への直結増圧式給水の拡大を

図る目的で、東京都では、平成21年 2 月より

直列多段型、並列多段型の採用を認め、横浜

市では、平成23年 5 月より増圧ポンプを多段

に設置する直結多段培' 圧式給水方式の採用を

認めた。

水道本管から直般蛇口まで噌圧ポンプで給

水する直結泊圧式給水は、受水柑式給水と比

べてより安全で、おいしい水の供給を可能と

し、配水管の水圧を有効利用できるととから

(表 1) 、省エネルギーの推進、また受水糟を

うちに要求される給水量の時刻変化に応じ

て、小給水量; の時間帯は小容量ポンプを運 '1去

するなどの切り答え運転を採用することで、約

3 - 10%の省エネルギー効果が発附される。2)

・非常時への備え 災害時対応のためのぶの

側帯という観点から、 地域拠点建物、非常時

のｊｩｬｬｾ住用建物、医療施設、工 ｊ 易などでは、平等

idの大きい受水槽の維持管理は望まれるもの

と想定される。非常時対応のための、水槽の

容14・設計と水質の維持管理が重要な課題と言

える。

- 給湯システムでの省エネルギー

給湯システムにおける省エネルギ一対応と

しては、高効率給湯機の利用、高温jJ ド熱から

の熱回収、コージェネレーション利用、太陽

ｾｾｾ 利用、放熱ロ スの削減などの項目が挙げら

れる 。

・高効率給湯機の利用 1) 日効率給湯機とし

ては、燃焼空気 ｾ ｉ Ｚ ｬ の 蒸気に含まれる潜熱を回

収する潜熱回収型 ( エコフィール、エコ ジョ

ーズなど) やヒートポンプを用いて空気巾の

熱を回収する自然冷媒 ( C02) ヒー トポ ンプ

設ける必要がないため建設到・と維持管理費の 給湯機( エコキュートなど) などがある。i符

低減が期待できるとさ れており、 今後は、直

結婚1圧方式やIfJiE水制i を設けないポンフ官送

方式が主流になると与えられる 。

. 運転制御 要求される給水負荷に対応し、

機号制lUの運11反制御で、は、ポンプのインバータ

による回転数制御で、省エネを図ることが実胞

されている。 さらに、台数制御の導入も言|画

される。台数制御に| 刻しては、単に同一容誌

のポンプを複数設置するのではなく、 一 日の

表 1 給水方式の比較( 抜粋) 5 )  

項目 水道直結方式

直結直圧方式 |  直結溜圧方式

水質汚染の可能性| ① |  ① 

② ① 

熱回収型での熱効率は95%程度まで向上さ

せており、 C 02tJ l，，':I.'d:il も従来型と比較して約

13%削減可能で、ある。 ヒートポン プ式での効

率は電気式の 3倍程度で、エネルギー消印i止

は約30%削減可能で、あり、自然冷媒採用によ

り地味温暖化係数も従来のフロン系より極め

て小さいと報告されている。

・高温排熱からの熱回収 3) 工場などで発生

する高温排水から熱交換器を用いて羽1，熱回収

給水方式

高置水槽方式

③ 

① 

圧力水借方式

② 

③ 

給水圧力の変化 l水道本管の圧力

に応じて変化する

|ほとんど一定 |ほとんど一定

圧力水槽の出口側に圧力

調整弁を設けないかぎり圧

力変化が大きい

③ ③ ① ② 

受水槽と高置水槽に残って| 受水槽に残っている分が給

いる分が給水可能 |水可能

不可能

① ③ ① ③ 

停電時の給水

関係なく給水可能| 不可能 高置水僧に残っている分 |不可能

i : l : ) 数字で①、②、③ と示してあるが、数が小さいほうが有利である。



し、給湯や温水プールの補給水の補助熱源と

して利用することで、加熱熱量を削減する乙

とが可能となる。例えば、補給水の水温を10

℃上昇させれば、燃料を約1. 6 %削減可能と

の試算結果もある 。 さらに、水熱源ヒートポ

ンプ給湯機を利用すると、年間での COPは

3.5-4.0 ( 搬送系動力を含む) と L 寸 高 効率

運転を実現できるとの報告がある。

. コージェネレーション利用、太陽熱利用 3)

年聞を通して給湯負荷の大きいスポーツ施

設、公衆浴場、福祉施設、病院、ホテルなど

では、コージェネレーション、太陽熱を利用

することで、省エネ効果が発揮される 。 コー

ジェネレーションシステムを導入すれば、年

間評価 において排熱の有効利 用などを併せ

て、建物全体の一次エネルギー消費量を 5 %

削減するとの試算結果があり、太陽烈5利用に

よる省エネ効果として、年間給湯消費エネル

ギーを 10%程度削減できる省エネ効果が発

揮されたとの報告がある。

. 放熱ロスの削減 4 ) 放熱ロスの削減では、

配管、バルブ、貯湯槽などの保温強化 ( 増す

巻き) が挙げられ、 50Aの給湯管( 給湯温度

60

0

C 、配管周囲温度20

0

C) にて、保祖の厚

みを 20mmから 40mm1こすると、 加熱のため

のガス消費量を約31 % 削減できるとの試算

結果が報告されている。

- 節水の現状

事務所ビルでの節水としては、 トイレ洗浄

水の削減、水ｾ全類の使用水量の削減、悶水 ・

再生水の有効利用による対応が考えられる 。

ちなみに、事務所ビルで試算された上水 1 m 

を消費する際の、排出される二酸化炭素 ( C02)

排出量原単位3) として、上水道筋設で、は0.279kg

.  C 02/ lTi、給水設備で、はO.l l g .  C02/ lTi とい

う値も示されており、節水を実施することで

低炭素化社会ヘ寄与できる。

. トイレ洗浄水の削減 事務所ピルでは、大

便器の洗浄方式としてフラッシュバルブ式を

採用しているのがほとんどである 。大便器に

て節水化 を進めるためには、流出している水

量の調整と合わせて洗浄効果を発揮させなけ

ればならず、製造業者にて種々の工夫が行わ

れており、洗浄水量を少なくした 8 L便器や

6 L便器さらに4.8L便器などが市販されてい

る。ただし、事務所ビj レなどでは、 トイレの

施工はユニ ッ ト化が推進され、排水枝管' が床

上に設けられることも多々ある 。このような

ケースでは、大便器を線数台直列に設置した

ときに、便器からの排出性能だけで、なく、制lo

水管の長さも考E皆、した搬送能力を検証しなけ

ればならない。2)

小便器については、従来、小便器の利用状

況を検知し、洗、浄水量をコントロール( ファ

ジー制御など) することで、節水化を図 ってき

たが、最近では陶器面での尿石付着を防止す

るJ支市町が開発され、洗滞水量を少なくした製

品や、水よりも比重が軽いシール液にてフタ

の役割をさせ、尿からのニオイを抑える仕組

みを取り入れた1!! {水便器が市販されている 。

大便器と同様に、小便器においても、器具

単体で性能を評価するのではなく、排水管を

含めた性能を評価する必要があり、排水枝管、

立て管でも尿石などの付

可能となる 最少水量という観点 より、洗ｾ ｾ 水

量を検討する必要がある (表 2 ) 。

表 2 小便器洗浄時使用水量の試算例 2)

洗浄方式 年間消費水量 洗浄水量

節水効果 ( ぱ) (L/ 回)

押しボタン式

528 4 L  

フラッシユ/ ¥ルブ

..・・ 4・・・-.------------------- ._- --- ----・・---------- ー------ -_ .・・・・..・・

ファジー制御方式

371 2 - 4 L  

自動洗浄タイプ

節水効果 3 0 % 

1か月実使用

モニタ調査による

- 水栓類の使用水量削減 水栓類の使用水量

削減については、定流量弁内蔵水栓、定量止

水機能付き水栓、 自動水絵、自閉式水栓など

表 3 水栓の吐水量( 給水圧 : O.098MPa時、

1分間当たり) 比較例21

ハンドル

開度

単水栓

節水コマ

泡沫

単水絵

サーモ式

水絵

自動水栓

9 0度

11. 5 

5. 2 

180度 全開

15. 0 21. 0 

10. 0 21. 0 

14. 0 

10.0  

5. 0 

節 水 率

5 2 % 

:  ( 180度)

3 3 % 

5 2 % 

7 6 % 

の採用が考えられる 。使用感を損なわずに節

水を図るには、泡沫機能付水絵の利用が挙げ

られ、混合水栓であれば、サーモ式の採用が

挙げら れる (表 3 )。

なお、衛生面を考慮すれば非核触の水絵を

利用することが望ましい。

- 水の有効利用

水の有効利用の代表例として、雨水利用と

排水再利用が挙げら れる 。

- 雨水利用 2 ) 雨水利用としては、 |燦悶を集

水し雑用水として トイレの洗浄水、散水・修

景及び清掃等に供する水利用が挙げら れる 。

雨水の集水場所としては、敷地面と屋根 ・屋

上面があり、敷地面から集水する場合には、

比較的集水量は多くなるが、砂・泥・ ｾ ｉ￬ｬ ・有機

物等の混入が多いため水質が悪く、処理シス

テムも被 ｾ｜ｦｧ になる 。 屋根面や屋上から集水す

る場合には、 一般に水質は良いが、敷地面よ

りも集水量が少なくなる。

なお、雨水を利用することで、上水道利用

ｮ ｾ ｩＧ に 比 べ 二 酸 化 炭素 ＨｃＰ Ｒ Ｉ 排出量を約 ＴＰＥ

削減することが可能とされている 0

. 排水再利用 2 ) 排水再利用 システムでは、

便所洗浄水に供する水量を把握したうえで、

システムを設計することが重要である 。

主に厨房排水や雑排水の排水再利用システ

ムでは、浸漬型精密ろ過! 撲を用いたJI英分自It 活

性汚泥法が最新の排水処理技術とされてお

り、 このシステムの特長は、 ①処理水質が良

い①設置面積が小さ p ①間欠運転が可能④運

転管' 理が容易①余剰汚泥の発生量が少ないこ

とが挙げられる。

省エネの観点より、排水処理に係る電力消

費は、システムの規模が大きくなるにつれて

小さくなる傾向にある 。

- 給水・給湯システムの今後の展開

給水 ・給湯システムは、人の使い勝手によ

って使用水量、搬送動力、加熱熱量などが決

定されることから、建物用途ごとの使用実態

調査より、時間帯別給水負荷などが示され、

設計・施工に利用されている。

近年、官公庁や一般の事務所ビルなどでは、

エネルギー管理の観点、より、 B E MS (Buil ding  

and  E nergy Management  System) の導入が
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推進され、空調システムの運転管理! と快適な

室内環境の維持管理に活用されている 。

給水 ・ 給湯システムにおいても、単に診 ｾ 金

のための水量や燃料消費量の計測にとどまる

のではなく、 ①消費される水量②雨水・再生

水・空調排水 (加湿ドレン水など) などから

供給される用水① ポンプなどの搬送動力①加

熱のための燃料消貰f 量①供給水渦の変動など

を"寺刻別に計1fl11し( 図， ) 、建物ごとの給水 ・

給湯システムに係わる水収支とエネルギー消

到! を把慢したうえで、最適な運転管理による

(ドレン水)

省エネ化の推進と、漏水による損失と 1!!¥駄水

凡例

・積算流塁計

の発生防止という観点、より、 BE MSによる

(図 2) 0  2) 計測が必要と言 える

空調システムでは、 HA S P AC L D/  A C S S  

冷却li ' i 補給水

そ

の

他

系

統

水収支フロー2)図 1

ピ

が検討され、 実際のシステム設計に活用され

ている。給水 ・給湯システムでは、 実測デー

タから給水負荷推定などが行われてきたが、

ーク ・年間の負荷予測を過して、最適な装置

容量と運転管理ならびに快適な室内閣; 境など

に代表されるシミュレーシ ョン を用いて、

2005年から新たに側建築環境 ・省エネルギ

一機桝内に、建築物の総合的なエネルギー消

1Hl t- : t 出ツールとしての BES T (Blli lding 

の開発が始まり、

BES Tのツール開発対象に給水・給湯システ

Energy Si l1l 111ation Tool ) 

系統別

上水

主管部

系統別

上水

主管部

上水引込み部

(取引メータ部)
その後の開発成果により給

水・給湯システムに係わる水使用量- 水収支

やエネルギー消費の推定な どを可能としてい

ムなどが含まれ、

逆流防止

装置
る。 これより、給水 ・給湯システムにおいて

受水槽
も、今後は、 BE S Tなどのシミュレー ション

技術を利用した動的Wf 析結果を基に、省エネ

ルギ ー化、低炭素化などの検討を進めること

にも対応する必要がある。6)

ポンプ直送方式での計測部2)図 2
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電気系

電気設備に求められる

ECO技術

日新電機側産業 ・電力システム事業部

システム技術部西部技術部

三谷寛資

地球温暖化の主な原因は、われわれの生活

で排出 される渦室効果ガスの増加によるもの

が多く、その原因の一つである 二酸化炭素

( C02) は、これ以上増加させないことが求

められる 。

受変電設備の設言|ーにおいても、 C 02をl引さ

ない機器、低損失機器、コンパクト機器、新

エネルギ一機器の採用がC 02低減に寄与す

る。そのため、今後更にとれらのECO技術

を採用した設備が増えることが考えられ、そ

れに伴う課題を解決して、よりクリーンな社

会生活を目指すことが重要にな ってくる 。

高圧機器の導入により大掛かりな工事が発生

するが、太陽光で発電した電力を蓄電池に充

電し、不足分を電力会社からの電力を貯z蔵す

ることにより、それらの問題を回避すること

ができる。また、コンパクトかつ低コストで

設置できる普通充電スタンドもマンションの

駐車場やコインパーキングに設置し、駐車料

金と充電料金をまとめて精算することも 実用

化されている。

- 太陽光発電・風力発電システム

太陽光エネルギーはクリーンでホh渇しない

エネルギーとして今後ますます注目されるエ

・電気自動車用ECO充電ステーション ネルギーであり、太陽光発電の発電ピークは

C 02の削減として、 化石燃料を使用しない 需要のピーク( 昼間) と重なりピークカッ ト

ECOカーの普及が期待される 。 ガソリンを ( 契約電力の低減) として期待される 。更に

{ 吏わない電気自動車 (EV) と、ガソリンと 太陽光発電は太陽光さえあれば発電でき、地

電気を併用するプラグイン・ハイブリ ッド車 震などで系統が停電した場合の防災用電源と

(P HV) はその一つで、クリーンな自然エネ

ルギーで発電した電力を充電することによ

り、 C02フリーの走行が実現できる 。

そこで、充電インフラ整備も急速な普及が

必要に なってくる 。事務所ビル、コンビニエ

ンスス トア一、商業施設等に立ち寄った際、

いつでも、どこでも充電できる充電インフラ

整備が必要であるが、急速充電器を設置する

には出力50kW を超え、高圧受電設備が必要

になることが考えられる。契約電力の変更や

E C O急速充電ステーション

太陽光パネル

しても期待されている。また、企業の環境対

策P R に最適で、、イメージア ップにもつなが

り、導入を検討している民間企業、公共施設

が増えている。

更に普及していくためには、いくつかの課

題をクリアしていかなければならない。その

課題のーっとして太陽光発電は天候に左右さ

れるため、電力系統との連系において，':H力が

変動し、系統周波数が変動す る乙とがある 。

また、送電線への落雷などで系統連系電圧が

一瞬低下したときにも系統屯圧 ・周波数が変

動し、安定した送電に支障が出る可能性があ

る。この対策には電力貯蔵や系統電圧の上昇

を抑制す るS V C ( 静止型無効電力補償装置

Stati c Var  Compensat or) などの設置も考

えていく必要がある 。

乙のS V Cは太陽光発電のみではなく、風

力発電システムにも多く導入されている 。 ＩＡｬｬｾ

力発電も太陽光発電と同じようにj武力発電量

の変動により系統の電圧変動を引き起乙すた

め、電圧変動を抑制し、電気の品質維持と安

定供給を支えている 。昨年 (2010年) 、政府

の発表からも全量買取制度( 太陽光発電をし

た電気をすべて電力会社と売買できるように

なる制度) への移行を検討しており、数Mv"

( メガワット) 以上の大容量太陽光発電所( メ

ガソーラ) の検討も増えていくことが考えら

れ、それには電力安定供給のためのシステム

建策と社会 ・2011.6 21 



構築も急がれる 。 また、全量買取制度になる

と、専用の受変電設備導入も必要になる可能

性があり、今後の動向にも注目していく必要

がある 。

- 受変電機器とECO技術

品、エネ効果が期待されるものは、既に採用

されているものを含めて受変電設備おいては

次の ( 1) - ( 5) に挙げるものが、より効

果が大きく、期待できる。

(  1  ) 変圧器ーの高効率化

( 2 ) 幹線サイズの大容量化

( 3 ) コンパク 卜製品の適用

( 4 ) 力率改善

( 5 ) 電力財3寵

(  1  ) 変圧器の高効率化は、省エネ法改正

により特定機器においてエネルギー消賀効療

の目棋基準値を満足させなければならないこ

とになっており、その基準値を満足したもの

をトップランナ一変圧器とし、変圧器製造メ

ーカに対して義務付け られたもので、目牒{直

を満足していないものは出荷できないように

なっている。 トップランナ一変圧器は、鉄心

材料に珪素鋼板を使用したものとアモルフ ァ

スを使用したものに大別される 。珪素鋼板を

使用した変圧器は負荷損を低減できることか

ら、負荷率の高い場合には、より省エネ効果

を発揮する 。また、アモルファスを使用した

変圧器は無負荷損を低減することができるた

め、負荷率の低い場合より省エネ効果が大き

くなる。いずれにしてもトップランナ一変圧

器を採用することで、目に見えた形で省エネ

効果が図れる。

(  2) 幹線サイズの大容量化については、

通常必要な電流値のケーブルサイズよりも大

きな屯流が流せるサイズを適用することで、

外形 ・コストは大きくなるが、許容電流値に

比べ実';'IJ:流値が小さくなるため、送電国失が

少なくなり、結果、省エネにつながる 。また、

距 ｬｩｪ ｬ ｾ . 幹線数が増えると、更に省エネ効果が

図れる 。

( 3 ) コンパク ト製品の適用は、 L C A (ラ

イフサイクルアセスメント) の考え方を用い、

実負荷割引( 真の意味での環境保護) を行う

ようにな ってきている 。つまり、機様の小型

化で製造過程のエネルギー消費量を低減し、

22 

また輸送l時にも輸送トラック等を小型化する

ととが可能になれば、同様にエネルギー消賀・

訟を削減するととができる。

具体的に言えば、 SF6ガス絶縁機器の使用

は変電所商和の大幅な縮小化 を実現し、充電

音1Iを密開化することによる安全性 ・信頼性の

向上に大きく貢献できる 。 しかし、 SF6は地

球温暖化係数 ( GWP) が高く、 1997年の地

球温暖化防止京都会議 (COP3) で温室効果

ガスに指定されたため、 SF6ガス絶縁機器の

技術的な評価は誰しもが認めているが、 地球

淵暖化係数が大きいという理由だけで、環境

面での問題があ ると見なさ れるこ ともある 。

しかし、このL C A手法を用いると、 SF6ガ

スを使用した製品は、より コンパクトな製品

を作り出し、結果的に省エネ効果が高いこと

が実証されている。

(  4) 力率改善は過去から用いられている

技術であり、受変電設備には必ずと言ってよ

いほどコンデンサを設置している。コンデン

サは送電のロスを低減でき、電力損失を抑え

る効果があり、省エネにつながっている 。ま

た、電力会社の基本料金に対して、力率85%

を場に料金の剖引または割増となり、より力

率を改善し100%に近づけることによ って、

需要家にとって経済的なメリ ッ卜がある。こ

の力率改善には現場盤もしくは電力監視装置

よって、負荷の変化に対して コンデンサの投

入 ・閲1/J. を自動的に行っている。

(  5) 電力貯蔵はNa S'i'lJ: i也、鉛電池など各

種電池を用いたものがあり、電力のピークカ

ッ ト用として電気料金の低減を図っている

が、太陽光発電や風力発電などの自然エネル

ギーの課題である周i皮数変動を抑制す ること

への活用も期待される。

. おわりに

屯気はわれわれの生活に欠かすことの出来

ないもので、これからも必要になっていくこ

とは間違いない。そのため、電気による C Oz

削減は必須であり、今後更なる自然エネルギ

ーの活用やECO技術により、社会貢献を行

っていくことが期待される。

参考文献 日新電機技報 2011 Vol. 56 Nnl  

( みたにひろし)



建物で消費される総エネルギーのう

ち、照明関連は約20% を占める。照明

消費エネルギーの削減は「建築技術がで

きるECOJ の大きな可能性の一つであり、

課題であるとも言える。

照明設備は、機能的な明るさを確保する

ための「器具」として建築空間を成り立た

せる設備にとどまらず、「明かりj という性

質から見れば、建築形態と見合った昼光

利用や人の感じる明るさの計画も必要であ

る。「空間の構成J と融合した計画が特に

大切になると考えられる。

照明計画

照明設備ができるECO

""r 器具J と「明かりJ ""

側 日 建 設 計 設備設 計 部門

中尾理沙

- 照明方式による省エネ~低照度~

照明計画において、円l &! ! fH変化」は重要な

キーワードである。東日本大混災後の現在、

オフィスでも公共施設でも 室内、特に共用部

は最低限必要な明かりにとどま っているし、

外灯も消灯あるいは減光されている。照度基

準にしばられ、設計として盛り込めなかった

低照度が図らずも 実現さ れており、 「そもそ

も 明 るすぎた」とい っ たｾｾ想を持っている方

須である。そこには過剰なエネルギーの投入

は必要なく、計画の工夫が非常に重要である。

このように効率良くパーソナル化したタスク

照明と、省エネルギーなアンビエント照明の

工夫により、照明エネルギーの削減による

E COを具現化できると考えられる 。

日建設計東京ビルにおけるシミュレーショ

ンでは、蛍光灯全般!照明で'fJ L上面照度750Lx

に設定した条件に比べ、 T ALを導入した場

合、照明エネルギーを約48%削減可能との試

も多いようだ。とはいえ、そこに多少なりと 算が出ている。

も「我慢」が伴っていないとは言い切れない。

設備技術者・設言|者として、省エネに囚われ

て快適性を損ない、光環境を無視した空間は

あるべきではないと思うし、そもそも照度基

準を全否定したいわけでもない。求められて

いるのは、居住者 ・建物使用者に我慢させな

い快適性を保ち、「必要な簡所に必要なだけ

のエネルギーを投入する計画J である 。

快適性を重視するアンビエン卜照明と、手

元に適正な作業用の高! ' !日度を11(j f保するタスク

照明を分けて考えるタスクアンドアンビエン

卜照明 (T AL ) 手法( 図 1) は、その考え

に則っていると言える。一方、天井全般照明

はタスク照明とアンビエント ｬｾ 賢明に明百花な区

分がなく、机上面の照度を天井に設置した照

明器具でとる必要がある 。 ｾｭｬ 立は距離の Ｒ 釆

に反比例 し減衰する乙とから、天井に設世し

た照明器具z でがし上面のml 度を確保するのは効

Ｍ技術による省エネ ｾ 設備技術と ｌｅｄ ｾ

照明方式の工夫以外にも、設備としての省

エネの工夫がある 。例えば畳光利用、在不在

制御、初期照度補正などの自動調光設備、

動制御ブラインドによる直射光の遮断などが

挙げられる。

また、 L E D光源の登場も l! 日明設備におい

ての大きな転機であると言えるだろう 。住宅

用のL E D電味も各メーカーから発売さ れ、か

なり身近な光源として浸透 しつつある L E Dだ

が、まだその用途は蛍光灯の代替にとどま っ

ている感がある。L E Dは白熱灯や蛍光灯に比

べ長寿命であること、減光調光すると効率が

向上すること、また小型で、あり光に熱を持た

ない光源であるなどメリ ッ 卜は多い。ただ、

強い指向性などの扱いに注誌が必要な性質を

持つ光源でもある。それらを十分に理解した

率が惑いととは明らかである 。 上で、従来光源の代役としてではなく、今ま

T AL手法において効率を追求するにはタ で成し得なかった新しい空間のかたちと新し

スク照明はできる 限り作業而に近い位置、例 い省エネの方法を計画することが、今後設計

えば机上にスタンド器具を設けるなどして、 者に課せられている謀題であるとも言 える。

光源から作業面までの! 照射距離を短くして照

らす。アンピエント照明は照度にかかわらず、 圃照明と建築空間 ｾ ￭ 器具 ｊ と「明かり ｊｾ

空間の雰囲気を創出するための照明として計 照明設備は、全般照明のような「器具を配

画する 。一つの解として明るさ感による計画 置する j という設計から、空間構成とマ ッチ

がある 。明るさ感向上の方法としては、内装 ングした「明かりを配置する」という設計に

反射率を高めて目に入 ってくる光の量を増や

すなど、建築空間と融合した形での計画が必

変わりつつあるように思う 。それは空間の質

の向上に結びつく乙とは確かである 。

図1 タスクアン ドアンピエン 卜照明

朗るい面を創る 天井を照らし上げる

照明設計における建築設言|と設備設計は、

近接するべきだと思う 。照明設備の技術と、

建築空間の形態がマッチングしたT A Lや

京 光 利 用 な ど の 光 環 境 刊 が 附 し て こ そ 、!品点
会 主 主 き 員

デスクスタンド ベンダントライト狐散パネル

+  

タスクライト タスみイト タスみイ卜 上下配光器具

上向配光器具

+  

タスクライト

フロマンプ上向蹴デp スタンド E C Oであり 、快適な空間を設計できるので

タスクライト タスクライト

はないだろうか。 ( なかお りさ)
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圃

昇降機

エレベーター

省エネ群管理システム

一菱 電 機(附稲沢製作所

山下桜子

ー 菱 電 機 側先 端 技 術 総合研 究 所

博士( 工学)

鈴木直彦
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エレベーターが多く設置されている建物で 均待ち時間とし、利便性は従来とほとんど変

は、複数台のエレベーターの効率的な運行管 えることなく、省エネを実現している。

理を行うエレベータ一群管理システムが用い

られる 。従来のエレベータ一群管理システム ・効果

では主に利便性を重視したコントロールを行 エレベーター省エネ桝管理システムのシミ

っているため、消費電力量が増加する場合が ュレーション評価 を行った結果を表 1及び図

あった。 1 に示す。エレベータ - 4 台 ・16階床のオフ

しかしながら近年、 地球温暖化対策に より ィスピルを対象とした。

様々な機器に更なる省エネルギーが求められ 表 1

ている。これに応えるべく、最近ではエレベ

ータ一群管理による省エネ運転が実施 されて

しミる 1)。

- 省エネ群管理システムの特長

(sec.) 

25  

時間帯別平均待ち時間

一般的なオフィスビルのエレベーターでは 20  

類似 した交通パターンを有している。朝夕や 15  

昼食H寺間帯などの特定の時間帯には利用者が 10  

多く 、その他のH寺間帯では利用頻度は少なく

なる。一方エレベーターは、定員の半分程度

の利用者が乗車した状態でつり合いおもりに

よりバランスするようになっているため、混

雑 l侍と利用頻度の少ない時間帯で単位H寺間当

たりの消費電力量はそれほど変わらない。

0  

0・002∞4∞6: 008凹 山 田 12:00，4凹 16∞18:0020∞22∞0:00

( hour)  

80  

エレベーター省エネ群管理システムでは、 60 

これらの特性を生かして省エネを実現してい 40  

る。
20  

( 1  ) 消費電力量の小さいエレベーターを配車 0  

0: 002泊o 4∞6氾O仕∞ 10:00 12:00 14:∞16∞18:0020∞22∞0・00

利用者が乗場釦を押 したときに、各エレベ ( hour)  

|+ 従来エレベーター群管理 + エレベーター省エネ群管理|

ーターの位置や乗車率から消費電力量を推定

し、運行効率と省エネを両立するエレベータ

ーを配車する。朝夕や畳食時間帯などの混雑

H寺には利便性を優先して配車を行い、その他

のH寺間帯は省エネ性を優先した配車を実施す

る。オフィスピルでは、エレベーターが混雑

するのは特定のまかミ時間のため、省エネ効果

を大きくすることが可能となる 。また、 利用

頻度の少ない時間帯に、ロビ一階等にあらか

じめエレベーターを待機させる動作を必要最

小限にすることにより、エレベーターのムダ

な動作を削減している。

( 2  ) 利便性と省エネの両立

エレベーター省エネ群管理システムでは、

省エネを考慮した運行管理を行う一方、利用

者の 1 日平均待ち時間は約1. 0 - 1. 6secの増

加に抑制 している 。また、混雑時間帯には利

便性を優先することにより、従来と 同等の平

図 1 時間帯別平均待ち時間及び消費電力基

(消費電力量 従来ピークを100とする)

シミュレーション結果から 1 1: 1平均待ち H寺

聞は1. 2sec増加 しているものの、 1 日トータ

ルでの消費電力量は10%以上削減できている

ことが分かる。また、 H寺間;f14・別の結果を参照

すると、日 中の利用頻度の少ないH寺間;併に省

エネを優先しているものの、混雑時には従来

通りの運行効率を維持できている 。

よってエレベーター省エネ1洋管' 理システム

を導入することにより、従来と同等の利便性

の維持及び省エネの両立を実現する乙とがで

きる。

参考文献

1 )  111下桜子、武山攻J児、小坂! 兵器、鈴木直彦 新鮮
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Vol. 81 No.l l 、pp. 735-738、2007

( やました さくらこ/ すずき なおひこ)



東京ガス港北NTビル

“ アースポート"

ZEB化改修工事

側 日 建 設 計 設備 設 計 部

滝津 総 (部長) 、坂本真史 (主符)

久保木真俊 (部民)

(紛 日 建 設 計 総 合 研 究 所 主 任 研 究 員

丹羽勝巳

でき

の検討を行うこととした。

. ZEBとは なお、本件 は狛こ立行政法人新エネルギー ・

低炭素社会 の実現に向け、日本の最終エネ 産 業 技 術 総 合 開 発 機 梢 (NE D O) の 「 次 世

ルギー消到古i の約 3剖を占め、 C02排出立が 代省エネルギー等建築システム実証事業J (補

増加傾向にある民生部門の、省エネ ・省C02 助率 2/ 3) の平成21年度採択プロ ジェクト

が強く求められている 。特に、膨大なスト ッ 全 8件 のひとつとして採択されている 。

クが存在する中 小 ｴｳｾｻ 呉の既築ビルにおける対 Z E Bとは、「建築物における 一次エネルギ

策が急務である 。 一消費量を 、建禦物 ・設備の省エネ性能の向

そ乙で、 中小主!剖嘆のi沈築ビルの改修による 上、エネルギーの而的利用、オ ンサイ トでの

Z E B  ( ネ ッ トゼロ ・エネルギー ・ビノレ) 化 再生可能エネルギーの活用等 により 削減し、

の実現を目指すため、既にガスエン ジンコ一 年間での一次エネルギー消費量が正，* (ネ ッ

ジェネレーシ ョン シ ス テ ム ( 以 下 iC GSJ ) ト) でゼ ロまたはおおむねゼロとなる建築物」

の導入や自然採光、自然通風等 によりト ップ と定義されている( 資源エネルギー庁 i ZEB

レベルの省エネ・省C 02が進んで、いるビ j レに の実現と展開に関する研究 会j 報 告 書) 。

おいて、再生可能エネルギーと最先端の技術 一般 に 業 務 問 ビ ル の 場 合 、 鐙 物 単 体 で の

を用いた更なる省エネ - 省 C0 2対策の実誌を Z E Bの実現は困難で、エネルギーの面的利

行い、 Z E B化に向けた諜題の抽出と解決策 用 等 が 必要と 言 われている 。本 件 は、 2030

表 1 改修概要

建物名称 東尽力.ス港北NTビル “アースポート"

建 築 主 東京ガス都市開発株式会社

事 業 者 東京ガス株式会社

改修監理 東京力.ス都市開発株式会社

改修設計 株式会社日建設計

株式会社大林組

改修施工 施工協力 電気 I 住友電設株式会社

機械高砂熱学工業株式会社

所 在 地 神奈川県機浜巾

建物用途 事務所、ショ ールーム、お客様センター

備 造 S RC造、S造、木造

階 数 地上4 階、搭屋 1階

敷地面積 2A99ni 苫

建築面積 1，653m'  

延床面積 5，645m'  

t童 工 1996年3 月 (新築時)

改修工期 2010年2 月- 7月

写真 1 改修前 (竣工当時1996年)

間西外根太陽電? 也パネル

写真 2 改修後

風のI吾

鯨

¥

椴

，d

島

流

、
-

J

目

、

、

制

梁

、

自

の
キ

F

成

I

m

a

m

f

ν

 

力一ン

ロコエ

口 追 加 更 新 設 備

図 1 改修概要
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年までのZ E B化に向けて第一ステップとし

て再生可能エネルギー活用や照明用エネルギ

ー削減等に より建物単体での徹底したエネル

ギー削減を目指すものであり、次のステップ

にてエネルギーの面的利用 による更なる 削減

をEI: f 旨している。

- 改修概要

建築概要を表 1 、改修概要を図 1 に、改修

前後の写真を写真 1、 2 に示す。

今回の改修では、同規模の一般テナントビ

ルと比較して一次エネルギーを 4制程度削減

するととを目標とし、現時点では投資対効果

が厳しいものの、 Z E B化のためには重要な、

以下の①~①の対策について有効性を検証す

る。

①太陽熱、 C G S及びG H Pチラーの廃熱を最

適利用する省エネ・省C 02空調システム

1  ) ソーラークーリングシステム

太陽エネルギーを高効率に利用できる太陽

熱は、空調等の熱用途に有効である 。本件で

は、太陽熱に加 えて、 C G SおよびGHP チラ

ー廃熱を、ソーラー l吸収冷温水機とデシカン

ト空調機で活用する烈k利用ネットワークを形

成し、高効率な空調システムを構築する。シ

ステムフ ローの概略を図 2 に示す。

屋上に ＸＰＰｃｾＹＵＰｃ 程度の高温温水を取り

出せる真空管式太陽熱集熱器を、定格熱出力

約100kW (1. 66k W/枚 x60枚) 設世し、天

候等により集熱量が変動する太陽熱を最優先

で利用しながら C G Sの廃熱で補完し、ソー

ラー l吸収冷温水機を用いて安定的に空調を行

う。そのi祭、熱の?且度レベルに応じて、カス

ケード的にソーラー|吸収冷温水機とデシカン

ト空調機で利用することにより、最大限に熱

を活用して高効率化を実現する。

2 ) クールビズ空調・クールチェア

空調機にはデシカント空調機を採用して室

内温度はよ凶変的高く保ちつつ、湿j支コントロ

ールを行い、快適性と省エネ ・省C 02のmu豆

を目指す。その際に、デシカントロータ一再

生用熱源に GHP チラーの廃熱を利用するこ

とにより、新たなエネルギーの使用なしに快

適な空調を実現する。

なお、 G H Pの廃熱を冷房時に有効利用す

る例は、本件が初めてである。

26 

-・・.. L S PlIIISliヨE 珂理D 層建司m・・・・

太陽熱集熱器

量轟麗圏

図2 空調システムフ ローの概略

図 4

改修前後の明るさ 感比較

(実測値)

改修前 (684Lx)

デシカン卜空調を採用したクールビズ空調

を、より有効とするために、クールチェアを

試験的に採用した( 図 3 ) 。 これはバッテリ

ー駆動による送風ファンを設備した椅子であ

り、座面前方の送風ファンにより、 着座面の

熱を除去するほか、肘掛に設置されたファン

から直接送風 ｕｬｬｩｾ 量風向可変Ｉする 。 比 較的

高い室温設定においても不快を感じる在室者

を、最小限にできるものと期待している。

①明るさ感を重視 した次世代型タスク& アン

ビエント照明システム

1  ) 自然光の活用と天井照射併用型器具に

よるアンビエン ト照明

事務室は両面採光プランであり、自然光を

有効に取り入れることによって畳間のアンビ

エント照明として活用している 。今回の改修

司王で、 南聞のライト シェルフ上部の欄間に

プリズムガラスを設置し、天井面への自然光

の導入を促進している。

天井照明は天井照射併用型とし、光源に

Hf 蛍光灯を使用、ルーパーにてグレアを抑

制し、ア クセサリにより天井面への光の反射

と下方への光の透過を制御している。改修後

は改修前と同H初夏で、明るさ! 也指棋のひとつ

であるF ω ( フー) 値が5.5向上する。出力を

40∞OLx程度まで

るさ感を確f保呆できる( 図 4引) 。現在は設定照

図 3 クールチェア

度を400Lx として運用していることから、こ

れまでの執務空間の明るさ感を維持したま

ま、省エネルギーを実現していると 言 える。

2 ) 明るさ・色温度可変L E Dタスク照明

タスク照明は光源にL E D(12W) を使用し、

器 具 は明るさ・色溜直可変型 ＨＴ ， ＲＰＰｾＲ ， ＷＰＰｋＩ

としている 。執務者自身が好みに応じて明る

さと色を調整できることで、執務者の室内環

境へのI 11iij 足度を高めるととを期待している 。

①太陽光発電と高効率C G S等を組み合わせ

た電力統合制御システム

太陽光発電が普及し Z E B化が促進される

ためには、太陽光発電における①経済性の向

上①大量導入されたH寺の電力の安定化ーが謀

題となる。これらの諜題に対して、従来はノ心

陽光発電と蓄電池を組み合わせて対応してい

るが、本システムでは更に C G Sを加 えて苔

ｾ ｌ￮ 池の性能劣 化 や充放電ロスのデメ リ ットを

補い、省エネルギーな電力安定システムを桝

築するため、電力統合制御 システムを導入す

る。これにより、①デマンド削減効果の担保

による経済性の向上①C G S と蓄電池の協調

制御による太陽光発電出力の安定化ーが図ら

れる。なお、本実証評価の結果は、 地域全体

として省エネ ・省C 02を実現するスマートエ

ネルギーネットワークの構築に向けた重要な

要素技術となる。



ネルギーの設備システムの効率化 ( ERR の

大幅向上) ③ LR- 3敷地外環境の地球温暖化

への配慮( ライフサイクルC 02排 出量減少) 。

なお、改修前の建物については、 C A S B E E

既 存 ( 2004年版) に よっても前畑している( 文

献 4) 0  2004年版においては省エネ 等 の 基 準

①デマンド削減効果の担保→経済性向上

②CGS 蓄電池による総発電出力安定化

アースポートにおけるシステム

太陽光発電+ CGS +蓄電池

が幾分緩やかでーあったため、当時の評価結果

本改修の省エネ・省C 0 2効果を 3 年 間 以 上

はランク S (B E E :  3.0) であった。

- 今後の展開

- 太陽光発電パネル設置場所圃電力統合システム

にわたって実測・検証して p く。今後は、 運

用段階において B E MS を活用し た 最 適 運 転

のf仙患を進めていくとともに、ビル利用者の

快 適 性 や 知 的 生 産 性 の 調 査 を 実 施 す る 。

Z E B化 に向けた省エネ ・省 C 0 2対 策 を 施 し

電力統合制御システム概要

改修前 BEE=
2. 6 女ヲ貨安ヲk yfY

3 4 ヲ貨安安ヲ貨安

図 5

建物屋上の防音 壁南および西側 に合計 2l. 5

てもビルとしての機能を損なわない乙とを実

証する予定である 。有 効性が実証さ れた技術

については、省エネ対策の進んでいない中小

規模既存ビルへの展開を検討する 。

5  

その後、更なる高効率機器の導入や近隣施

改修後 BEE=

ｫｗ の太陽光 ｊｾ ネルを設置し、太陽光パネル

100 
による比! 絞的短周期の発電電力の変動を蓄電

池で、 比較的長周期の変動を C G Sにより補完

する乙とによ って、デマンド削減効果を担保

。

富50

盟主

密

するとともに、総発電出力の安定化 を目指す。

図 5 に、電力統合制御システムの概要を示す。

設とのエネルギー融通による面的利用等を検

討し、 地域としての省エネ ・省C 02に貢献す

るとともに、 2030年 ま で の Z E B化 を目指し

(図7 ) 。

100 

C  

50 

環 境 負 荷 L

Ll BEE=3. 4- 2. 6= 0. 8  

。

。
- 想定削減効果

本建物は導入済みの省エネ対策により、 一

ーエネルギーの面的融遇

。高効率燃料電池

バイオカ.ス

水素供給 CCS等

ている

太陽熱と CGS.GHP廃熱を最適

利用した熱利用ネットワーク

- 次世代照明制御

太陽光発電と CGS統合制御

図 6 CAS BE E評価結果

(CAS BE E - RN_ 2010v1. 0による評価結果)

sI) ; l : テナン トビルと比較して 24.1% の省エネを

さらに、今回の改修では、再生可能エネル

迷成している 。

3，000 
ギーと廃熱を最大限利用した高効率シス テム
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山
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と最先端技術の組み合わせに より 、一般テナ

次 エ ネ ル ギ ー で 約

4 0 %、C 02で、約4 7 %と大幅な削減が達成され、

トップクラ スの省エネ・省C 02ピルとなる見

ントビルと 比 l絞して

1，500  

1，000 

込みである 。

改修後改修前
一般テナント

ピル

。. CASBEEによる評価

最新版の C A S B E E改 修 ( 2010年版) によ

る 自 己 評 価 の 結 果 は 、 改 修 前 : ラ ン ク A
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図7

( BE E  :  2.6) から 、改修後: ランク S ( B EE :

3. 4 ) と大きく 向上した (図 6 ) 。 また、建物

全体だけでなく、特に省エネルギー改修評価

である B EE E Sについては、改修前B E E E S

2. 8 (A ク ラ ス ) か ら 改 修 後B E E E S 4. 7 ( S 

クラス) と著しく 向上し、建物 全体 でLのC 0 2

排出量も 大幅な削減とな った。改善に大きく

頁 献 し た 項 目 と し て は 次 の 3 点である 。 ①

L R-1自然 エ ネ ル ギ 一 利 用 量 増加 ② LR- l エ



写真 1 建物外観

園

大林組技術研究所

本館「テクノステー

ションJ に導入した

省C02手法

(紛大 林 組 本 社

設 計 本 部 設備 設 計 部

中山手日樹

地球泊l暖化防止活動への社会的な気運の高

まりに合わせ、建物における運用時のC 02削

減への取り組みも広がりを見せている。建設

業に求められる役割も変化するなか、大林組

では、さらなる技術の革新と、社会- 事業へ

の貢献を目指し、技術1iJ f究所の変革が求めら

れた。そこで、全体の施設再整備計画の中核

をなす新しいセンターオフィス、本館 : テク

みのパッシブシステム、高効率設備機器の導

入による高い実効性を持ったアクティブシス

テム、エネルギー利用を効率的 ・効果的に行

うマネジメントシステムの 3本に大別し、そ

れそなれを C 02削減のための柱として整備する

ことにより、建物運用 |時のC 02削減を図る。

図 1 に、各システムと代表的な手法を示す。

ノステーシ ョンが計画され、 2010年 9 月末 ・パッシブシステム

に竣工した。最先端の「研究施設」 としての まず建物外部から受ける負荷を最大限に抑

機能により、知的生産性を高めるだけでなく、 制す る。また、外界の自然エネルギーを最大

「安全安心j への配慮、と大幅な省エネ ・省

C 02を達成する 「環境配慮」技術の実践と検

証の場として、地球環境に与える負荷を最大

限に利用する 。システムの計画においてはで・

地環境 ・建築・設備が融合した効果的な組み

今わせに配慮した。

限配慮しつつ、新たな技術を創出することを ・エコロジカルルーフシステム( 図 2)

意図している。 太陽光を最大限に利用するため、郊外立地

- 省エネ・省CO
2
のための 3つのアプローチ

省エネ・省C 02の推進には国の補助金制度

や条例整備も後押しをしており、太陽光発電

パネルの設置や屋上線化など建築での取り組

み、高効率機器の設置など設備での取り組み、

クールビズや消灯といった利用者の取り組み

等、様々な手法が存在する。

テクノステーシ ョン ( 写真 1 ) では、運用

11寺のC 02排出量の削減に照準を絞り、削減手

法を整理し統合的に組み合わせ、とれを柏み

重ねることで、大幅な削減を図る形を取った。

削減のためのアプローチは、郊外の立地特

性を活かした、建築 ・設備の複合的な取り組

のゆとりを活かして建物を低層とし、オフイ

ス上部に傾斜屋根のハイサイドライトを全面

的に設置する乙とで自然光を導入し、畳間の

照明の1!!( 点灯化を図るシステムとしている。

採光窓は北向 きとすることで、変動の少ない

よ空光を取り入れ、間接光で室内を !! 資らす。

夜間や雨天H寺などで明るさが1確保されない時

には! 被l明が自動点灯し、アンビエン卜の必要

照j主を確保する 。

傾斜屋根回には太陽光発電パネルを最適な

角度で全面的に設置、高効率に発電し、建物

の照明・空調エネルギーを賄う 。 あわせて、

傾 斜屋線を設けたことによりできる折上げ空

ー ー ・ 園 田 咽 回 歯 切 図 面 四 圃 圃 圃 園 ー ) l - : ，/ 罰自E ・・・・・

など

固
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園陸盟国臨彊蓮司

- 高効率ヒートポンプモジュールチラー

・水蓄熱利用

・大温度差送水

・外気冷房

. LED照閉ー C 02制御・変風塁制御

・コージエネ熱利用

など

. 新型蓄電池システム ふ

匂守 宅

図 1 採用したシステムと手法

. BEMSによる最適管理

・コミツシヨ二ングによるフィード/ やy ク

・省C02妓術展示ショーJレ ム/ 情報発信

. 省C02技術の展開

. 環境教育活動 など

- ・・・C:::"I 新システム

固



アンピエン卜照明

P怜

タスク照明

(在室 ON/ OFF)回

冷温水供給

図2 ヱコロジカルルーフシステム

ペリバッファ :  

ゾーン ;  

ｾ ＮｾＧＺＮ ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ＠ .. 
図 4 ' - アンビエント空調( 床吹出空調)

(在室 ON/OFF)

潜熱 ・顕熱分離パーソナル空調システム

図
図 3

ぺリバッファーシステム

周囲の自然と触

れ合える立体的

なファサード

写真 2

タ ス ク ｉ ｾ ネルの

取り付け状態と

パーソナル床吹出し口

リッ トを迎じて排熱、冬期は l 階ホワイエの

暖房に再利用する工夫も行っている 。

さらにハイサイドライ トの窓は、自然J臭気

の ｈ ｉ ， ｬ ［ｩＨ ｻ口としての，Ｈｾ能も兼ね ｦ ｦｦｬ ｬ えており、自

然換気H寺に床下から給気された外気が、室内

発熱によって上昇し、当該窓から排気される。

置換換気型の自然換気が行われる。

・ペ リハ ッファ ーシステム (図 3)  

日射を制御するための外装とあわせ、室内

側ぺリメーターゾーンには、滞在H寺問が短く

向調温度の緩和|が可能な通路や打合コーナ

一、給湯コーナーなどを屋外テラスと連続的

に外周配置した。これにより、内部側執務空

間への負荷の影響を抑えた縁側的緩衝空間

( ぺリバッファーゾーン) を形成し、空調エ

ネルギーを低減するシステムを計画した。緩

衝空|首iと内部の執務空間の境界には床J盟込

F C Uを設世し、緩衝空間の適度な空調を行

うとともに、エアバリアの効果により執務空

間側への外乱の影響を少なくしている。また、

これら打合コーナーなど人の集まるマク。ネッ

トス ペースの外周への配置は、熱負荷緩和1だ

けでなく中央執務空間からの人の移動を促進

し、出会いや交流性を向上させることにも寄

与している。

南側の外装はフルハイトの全面Low- eガ

ラスとしているが、南面からの自身l抑制のた

めの大きな水平庇と、東西からの低角度の日

射抑 制 のためのセラミックプリント ｊｾ ターン

が施され、外部化 されたガラスフィン( 縦型

ガラス リブ) を組み合わせて設世しており、

内部空間の開放性、眺望を雌保しつつ熱負荷

を低減させる桃成としている 。

- アクティブシステム

建物内部では高L 、省C Oz効* を発揮する設

備i システムにより、消印エネルギーを最大限

に抑制する 。最新の設仙1m発技術を用い、さ

らに既存技術と有機的に組み合わせること

で、省C Ozを図った。

・潜熱・顕熱分離型パーソナル放射新空調

省エネ ・省C Ozを-t (fl 進しつつ居住者の快適

環境を確保するため、 j皆斜拠理と顕熱処理を

分離したタスク ・アンビエント空調を開発し

た ( 図 4 )。 タスク J或には、顕熱処理を主体

とした冷温水を通水させたタスクパネルを設

置。アンビエント j或はデシカント空調機で調

湿した外気を送るパーソナル床I次出し口によ

り置換換気空調を行い、室温設定を緩和させ

たアンビエン卜域の中に準タスク域を形成す

る。パーソナル床l次山 し口には、指向性を持

たせた気流( 斜め60。方向) が11欠出し可能な

ものとし、準タスク領域の形成と、人への新

鮮外気の供給に配慮した。なおデシカントの

再生熱には都市ガスによるマイクロコージェ

ネレーションを利用した。

タスク ｊｾ ネ ｪ レはデスクの ｊｾ ーティションに

設iUされる 。パネル内部には自然対流を促進

させるコイルが組み込まれており、冷房11寺は、

冷却された気流が緩やかに人体側へ到迷す

る。さらにパネル表面からの放射による空調、

自然対流により冷却された什器類からの放射

の効果により、タスク空調が行われる仕組み

としている 。 タスクパネルは移動が可能で、、

暖房時には机下に移動して取り付けること

で、従来考慮されていなかった暖房H寺のパー

ソナル空調にも対応している( 写真 2) 。また、

君主自i ' i 問の移動を容易にするために、配竹の取

り外しが簡単で、漏水のない空調冷潟水コンセ

ントを開発した。

ノTーソナル空調の省エネ効果を最大限引き

ili すために、セキュリティ用のI Cタグを不I j

用した! ! (:! 明 ・空調新制御システムを採JTJ し

た。 乙れはI Cタグで各自の在!?iI または在室

を検知して、! 照明・空調のON- OF F を制御

することで必要な場所のみの照明 ・空調を行

うシステムである。研究員は実験作業や社内

外の打ち合わせが多く、隣席頻度が 1' . dJ めとい

うこともあり、利用者の消し忘れl!1j 11: も含め、

無駄なエネルギーを有ω底的に削減することが

できる。

- マネジメントシステム

運J'1 i 時においては最適運転制御による管理
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システムにより、運用エネルギーを最大限に

抑制する。またハード面だけでなく、利用者

の省エネ活動を促進するソフト面での仕組み

を整備し、さらなる C 02削減効果を狙う 。

. S E MSと見える化システム

設備機器の運転状況や計量データなどを加

工して、機器のCOPや省C 02の量的な把握を

B E MSにて行うシステムを構築した。 さら

に居住者にわかりやすいように、パーソナル

化による省C 02量の効果や、目標値との差異

などを表示するエコモニターをワークスペー

ス内に設けた。

・省C 02環境活動促進の仕組み整備

見える化システムでは気象条件なども表示

しており、例えば自然換気に適した条件にな

った場合には、テロ ップで自然換気が可能で、

あることを居住者に知らせるととができる。

向調を停止し自然換気への移行は自動で行う

のではなく、居住者自身が自然換気モードを

選択するようにして、省エネ行動への参加を

促すとともに、温熱等の環境条件の変位に追

随する着衣の調節など( 自ら環境に合わせる

アダプティブな行動) を期待している。

エコモニター( 写真 3 ) は来客の展示スペ

ースにも設置され、建物利用者全体への省

C 021.;J; 識向上を図るとともに、ウェブなどを

通じて広く情報発信を行い、さらなる波及効

果を狙っていく考えである。

写真 3 リアルタイムエコモニター (表示例)

参考文献
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後的な建築デザインを模索しようとする自覚

的な態度が読み取れるのではないだろうか。

そして、その流れの延長線上で、ある確信を

持って挑んだのが、新ダイビルなのだと思う 。

設計原図などを元にした詳細な分析によれ

ば、その設計は昭和26年 9 月に着手され、昭

和38年第 2 期竣工までの12年間に拙かれた

意匠図は、残っているものだけでも 1100枚

を超えるという( 西島業士「新大ビルJ r村

野藤吾建築設計図展 5 カタログ』平成16年) 。

おそらく、渡辺節事務所H寺代から長く信頼関

係のある施主から依頼を受けた仕事であり、

H寺としては最大規模の30，000rri を超える純

粋なオフィスビルである乙と、同時に、大阪

の都市景観の中核を担う敷地に建設されるこ

とが、これほどのエネルギーを設計に注ぐ推

進力となった要因に違いない。また、自の前

を流れる堂島川の水面に対してどのような表

情を見せるのか、対岸に建つ歴史的な様式建

築や、さらに遠く対面する住友銀行本届( 大

正15年/ 長谷部鋭吉 ・竹! I 要健造) の装飾をそ

ぎ落とした、彫りの深い窓まわりが特徴的な

ファサードに対して、どのように新しい外観

を対置させるのかも、大きなテーマとして浮

上したのだろう 。 さらに、戦後日本の建築界

をめぐるデザイン抑f流の劇的な変化、すなわ

ち、東京を中心とする近代建築派とも呼べる、

前川園男や丹下健三 らによって展開され始め

た合理主義的、機能主義的な建築に対して、

どのような方法を提示するのかについても、

村野は意識せざるを得なかったのだと思う 。

そして、設計の最中に欧米の近代建築を視察

し、ル ・コルビュジエやミースの最新作に触

れたことも、村野の戦後への新たな展開にと

って1主重な経験だった。帰国後、昭和30年春

に行われた美術評論家・板垣J臨穂との対談の

- 村野藤吾とオフィスビル

堂島川 と土佐堀川に挟まれた中之島は、中

之島公会堂や大阪府立図書館、大阪市役所や

日本銀行大阪支庖など、が建ち並び、文字通り

大阪の都市景観を代表する場所として知られ

る。新大阪ビルディング( 新ダイビj レ) は、

その堂島川を隔てた北側の対岸に位置し、昭

和33年と 昭和38年の 2 期にわたって建てら

れた。その名称からも明らかなように、この

建物は、渡辺節の設計によって、程近い場所

に大正14年竣工した大阪ビルデイング( ダイ

ビル) の戦後版として、渡辺に師事した村野

牒吾の設計で建設された。残念ながら、平成

14年に制定された都市再生特別措置法を契

機に、中之島地区一帯はここ数年の聞に再開

発が急速に進み、落ち着いた街並みは超高層

ビルの乱立する景観へと激変した。そんな中、

長く重厚なたたずまいが独特の雰囲気を醸し

出していたダイビルも、昨年( 平成22年) つ

いに姿を消し、それに続いて今年( 平成23年)

の春、新ダイビルも解体されてしまった。 こ

のような厳しい現実を前に、 ζ 乙では、新ダ

イビルに込められた村野藤吾の建築思想、につ

いて書き留めておきたい。

村野は、独立後のデビュー作である森五ビ

ル ( 昭和 16年) 以来、 加納合同銀行本店( 昭

和 7 iJ 三) 、そごう百貨庖( 昭和10年) 、大丸百

貨j苫神戸支庖( 昭和12年) など、オフィスビ

ルや銀行、百貨!苫など、都市の景観を形づく

る建物を数多く手がけている 。興味深いのは、

戦後に入って村野が、近鉄会館( 昭和29年)

や近鉄百貨庖増築( 昭和32年) 、読売会館( 昭

和32年) や神戸新開会館( 昭和33年) など

を通して、戦前にはほとんど見られなかった

水平線を強調した開口部のデザインを繰り返

し積極的に試みていることだ。 そこには、戦
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1960年代半ばに開通した阪神高速JJ ; 1状線の高架橋が正而を塞いで、しまった。

( 平成18年11月繊影 : 笠原一人)

① 外観



② 外観

① 玄関ホールより見る

⑦屋上

③ 地下 1階平面図 l  エレベータホール 2  貸底告m 3  予備室 4  湯沸室

5 . 女子用使所 6 . 男子用使所 7  機械室 8 . 娯 楽室 9 . 係員控室

⑥屋上 10. 食 堂

「建築と社会 ｊ 第 Ｓ 蜘 Ｑ 号Ｈ昭和 ｾＩｬ 年 ＱＱ 月号Ｉよりｼ目
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Ｊ ⑬⑪⑬⑬Ｈ平成 Ｑ Ｖ 年 Ｑ Ｐ 月 ｴＯ￭ｈｾ 笠原 一 人Ｉ

⑫ ⑬  ( 平成18年11月tM!; (a : 笠原一人)

①東京都庁舎コンペ村野藤吾案透視図 ( r建築雑誌J II j(HU27年12t! 号より』阪，!!lG)

⑬ 4 階外壁コーナ一部分に設置された羊の彫刻IJ (作/ j熊本美弘) ⑪屋上 右端にパーゴラが見える

⑫屋上の両端部に設置された装飾 ⑬屋上の塔屋と換気塔

⑬ ， F玄関口ビー ⑬屋上に設けられた庭園
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中で、村野は次のように述べている 。

「ミース・ファン ・デル・ローエの最近に作

ったシカゴのアパ ート( 中略) それと IITの

学校建築一 。あれは感心しました。とにかく

あの人は、( 中略) 自分のディテールを持っ

ている 。どんな場合でも自分のディテールを

応用している。コルビュジエも同じですが、

どうしてもまねのできない、練りに練ったデ

ィテールだな。なかなかあそこまではいけな

いな。 (中 11硲) もし自分がや ったら、と対照

して考えますね。J ( 対談「建築美を傑る八章」

『国際建築』昭和30年 4 丹号)

この発言からもうかがえるように、同時代

のル ・コルビュジエやミースの最新作を目撃

した村野は、何よりも、「自分のディテー j レj

をどう突き詰めて現代の建築を作るのか、と

いう思いを強く抱いたのだろう 。そして、設

計に取り組んでいた新ダイビルこそ、その具

体的な実践として意識されていたのだと思う 。

- ファサード操作に託されたもの

完成した新ダイビルで特徴的なのは、敷地

の全l阪にわたる白く輝く圧倒的な建物のボリ

ューム感と、そこにシャープに切り取られた

外壁と面ーの水平退獄窓、そして、 一見モダ

ニズムの抽象化と L寸流れに従うように見せ

かけて、合理l主義的、機能主義的な方法から

は思いもつかないようなフ ァサードに施され

た個性的なデザイン操作である。全体が 91習

椛成の単純な平面を持つオフィスビルにもか

かわらず、 1階部分をピロティ状に後退させ

て建物の上部全体を浮き立たせた。 さらに、

41噛の開口部の方立だけを人造石研ぎ出 しと

し、その下音113 層の外壁のコーナ一部分には

コンクリー卜のボーダーを施して羊の彫刻

(作/ 藤本美弘) を設置、屋上にもパーゴラ

や装飾的な要素を配置する乙とによ って、同

時代に支配的であ った、単純で、どこか人を突

き放すような冷たい印象の強いモダニズム建

築とは紫なる、親しみやすさとあたたかさを

獲得している 。今見ても新鮮な、これほど徹

底したフ ァサード操作は、どのようにして発

想されたのだろうか。それをW( ，くひとつの鍵

が、未完に終わったプロ ジェクトである、昭

和27年に行われた東京都庁舎指名コン ぺの

村野の応募案から読み取ることができる 。

このコン ペ は、 ｬ￬￭ｾ 後の占領期 ｪ から ｉｉ 見した ｵ 寺

代に、 首都東京の復興のシンボルとして計画

されたものである 。指名されたメンバーは、

石本 喜 久治、蔵田周忠、 Ｑｴ｡ｾ 武夫、谷口吉郎、

丹下健三、前川園男、松田軍平、村田政真、

村野放吾 、山田守、吉田鉄郎の11名という多

彩な顔ぶれだ った。注目すべきは、このメン

築家であり、 61歳の最年長でもあったことで

ある。よく知られているように、審査の結果

は、最年少で、39歳だ った丹下健三の合理性と

機能性に[ 憂れ、都市計画的な視点も含んだ提

案が万票を獲得して圧勝する。けれども今、

未完に終わ った村野案を見直すと、そこには、

同時代の他の建築家たちには見えていなかっ

たであろう、村野独自の視点が読み取れる。

そしてそれは、正面ファサードの立面処理に

集中されている 。すなわち、公共的性格の強

い下部 2層はガラス聞を後退させてピロティ

とし、知事室が入るその上階にも独自の表情

を与えた乙とは合理に従 っている 。 しかし、

その上部 61習の立面は、内部機能とは無関係

に、全面カーテンウオールの 2層と、白い腰

壁とガラスフゃロックの欄聞をもっ水平連続窓

でシャープに切り取られた 4層とを組み合わ

せ、さらに、必要以上に大きな鳥屋部分を載

せることによ って、単調さを破るリズミカノレ

な外観の表情を創り出そうとする形態操作が

施されているのである 。残された外観透視図

(r建築雑誌j 昭和271: 1三12月号) からも明ら

かなように、このコンペ案で試みられた方法

こそ、新ダイビルに引き継がれて実現したも

のであるということが見えてくる 。

- 建築文化の行方

それにしても、同時代の建築界の潮流から

自立した乙のような村野の視点は、どこから

生まれてきたのだろうか。そのことをうかが

L吻 lることのできる言葉が、新ダイビル 2 期

工事が竣工した翌年の|昭和39年、 村野が東京

に完成させた日生劇場の雑誌掲載11守に行われ

た鼎談の中で語られている。それは、構造的

な整合性のないことが、 EI生劇場の「一番の

急所」ではないかと指摘した、持li 辺鎮太郎の

問いかけを受けた次の発言である。

「我々はあまり近代の合理主義に教育され過

ぎたという所ですネ 。 Ｈ中 ｉｉｾ 白Ｉ然しそれが人

間にどのような影響を与えるものかどうであ

るかと言 うことを誰れも教えていないと私は

思います 。 Ｈｾ ｉ Ｚ ｉ ｉ ｉｉｾＩ 所詮構造は手段だ 。 目的

は人間に対してどういう影響を与えるかとい

うのが問題ではないかと思います。 ( 中略)

どうしたらこの建物を柔 らかく見せ、そして

|可を通る人に感触を与え、そして人間の心に

柔 らかみを与えるかというととの方が非常に

大切であ って、人間の心が一番主であると私

は思います。J (鼎談「村野J藤吾ーの設計態度J r近

代建築』昭和39年 1月号)

近代建築は、合理主義を性急に求めるあま

り、人間の心を忘れているのではないか。こ

の発言からは、建築に対する信念と自信が読

パーの中で、村野だけが関西を拠点とする建 み取れる 。そしてこの視点 ζ そ、 村野の建築

34 

思想、の核心部分となる初心的原点なのだと思

う。独立直後の昭和 5年、初めて臥P米建築を

視察した際に手にした運命の書、ヤコブ・チ

エルニホフの著書( 邦題 『ソヴエー 卜ロ シヤ

新興建築学のイデオロギー的原理1) につい

て、後壬|三、村野は次のように回想している。

「私どもは、様式のでき上がった建築を学ん

できた。つまり完成された結果だけを教わっ

てきたわけだ。だからややもすると結果だけ

がすべてだと合点してしまって、それに至る

過程を見失ってしまう危険がある。ところが

この薄っぺらな本は、建築の物心両面を根本

から順を追って説き進めているようである 。

直線とか円とかという基本の形があって、そ

の基本の形がいろいろ組み合わさり、その組

み合わせに理知が働き、人間の感d宵に共感す

るものがつくられていって、建築というもの

に進んでL 、くのだということが、さ し絵をい

っぱいに駆使しながら 、言葉はわかりません

がわかりやすく説きおこしている( 中略) 欽

やコンクリート、煉瓦などといった非情な材

料を使って組み立て、人間と交流する控物に

なるわけだが、その過程をしっかり私に認識

させてくれたのはモスクワの建物ではなく、

レニングラード、で、の薄っぺらな一|附の本だ っ

たというわけです。唯物主義の固から、かえ

って建物の精神' 性を教わったのです。J (1建

築いまむかしJ r毎日新聞』昭和42年 『村野

膝吾著作集』所収)

近代建築の目標は、「非情な材料J を用い

ながらも、人の心に届く精神性を実現するこ

となのだ、という li 在信を、 村野は長く抱き続

けていたのだ。そう考えるとき、あらためて

新ダイビルに込められたものの大きさが見え

てくる 。そして実は、新ダイビルに施された

水平の連続窓は、単なる外観のデザインを超

えて、そこで働 く人々に、目の前を流れる堂

島川とその向こうに広がる大阪の歴史的街並

みを、パノラマのように一望できる場所を与

える大きな画面= スクリーンとして考えられ

たものではないか、と思う 。しかし皮肉にも、

第 2期工事の竣工直後、その村野の思いを踏

みにじるかのように、阪神高速環状線の高架

橋が目の前を塞いで、しまう 。そして、わずか

50年足らずで姿を消してしま ったのである。

近代建築には何が託されていたのだろうか。

都市の景観はどこへ向かうのだろうか。新ダ

イビルに込められた村野の思いは、それを受

け継ぐ者の姿を見失ったまま、今なお、その

ことの定、昧を現代の私たちに問いかけてい

る。

(まつくまひろし/ 京都工芸繊維大学美術工芸資料館教授)



兵庫県福祉のまちづくり

条例の改正

福j畢静司

兵庫県県土整備部まちづくり局都市政策課

兵庫県では高曲筒、障害者を含むすべての

県民がいきいきと生活できる福祉のまちづく

りを十俗並するため、全国に先駆けて平成 4年

lこ「福祉のまちづくり条例J ( 以下条例と言 う)

を制定。平成 5年から施行し、県、市町、県

民、事業者の連携と協力のもと、取り組みを

進めてきた。

しかしながら、条例制定から 17年余りが

経過して、条例を取りまく状況は大きく変化

し、団塊の世代の高齢化の進行などにより 65

歳以上の老年人口は今後急速に増加すること

が予想されている。

兵庫県では、条例制定以降、新たなまちづ

くり関連の施策として平成11年に 「まちづ

くり基本条例J を制定したほか、平成14年

には「県民の参画と協働の推進に関する条

例」、平成17年には「ひょうご守ユニバーサル

社会づくり総合指針」を策定し、多様な視点

から成熟社会のまちづくりに取り組んで、い

る。

一方、匡|では平成18年に「バリアフリー

法( 高指摘、障害者等の移動等の円滑化の促

進に関する法律) J が制定され、不特定多数

または高齢者等が利用する 2，000ni 以上の建

築物に対して、建築確認制度と連動したバリ

アフリー整備基準の義務付けが行われてき

た。このことを踏まえ、各府県では、条例の

整備i基準についてもバリアフリー法の規定を

活用し、確認申請制度と連動した仕組みの導

入が進んでいる。

このような状況のもと、福祉のまちづくり

をより 一層推進するため、学識者、関係団体

等の意見を踏まえつつ、平成21年 9 月より

条例改正の検討を進め、平成22年12月に条

例改正を行ったところであり、平成23年 7

月 1 日から施行する。

l 改正前の条例の施行状況

改正前の条例では、高齢者、障害者等に配

慮、した施設整備等を促進するため、条例で定

める特定施設( 福祉・医療・教育施設、公共

施設、広告r I i 、住宅等) に対して遵守すべきバ

リアフリー接的基準 「特定b官制剖iil 基準」を

定め、基準への適合を求めている。

また生活に密着した身近なl高官r I i 等について

は、 「小規模購買施設等整備基準j を定めて

適合に努めなければならないこととし、特定

施設と小川政刻liI i買施設等のいずれにも届出を

義務付けているほか、住宅に関しては、 全て

の住宅が適合に努めるべき 「住宅整備基準J

を示すことによ ってバリアフリー整備水準の

向上を図っている。

施設の新築等において提出される届出件数

は、平成21年末H寺点において特定施設が平

成 5年以降累計で約21，000件、小j現t則的買施

設等が平成14年以降累計で約2，100件に及ん

でいる。

l 条例改正の概要

今回の条例改正は、今まで、取り組んできた

整備基準への適合の実効性をより高めると同

時に、整備基準の遵守だけでは実現できない

ソフト面による対応のf ( 民主を図ることを目的

としている。

具体的には、ユニバーサル社会づ、くりの視

点引抑制七するとともに、高i縮 、 障害者等

をはじめとする利用者の意見を聴取し、反映

する仕組みを創設し、さらには、整備基準に

よる規制の対象とならなL甲州字の施設に対す

る施策の充実を図ることを意図し、以下の 4

点を視点として、条例改正を行った。

( ， ) ユニバーサル社会づ くりの視点、の明確

化

条例の目的としてユニバーサル社会づくり

の視点を明確化し、条例の対象者に、高齢者、

障害者のみならず、妊婦、手じがl児を同伴する

人、外国人等を追加した。それにあわせて、

新たな利用者を想定した整備基準を拡充し、

特定用途かつ 一 定 ｾｊｴｴ 裳以上の施設を対象とし

て義務付けを行った。

(  2 ) 整備基準の実効性の向上

「特定施設J に対する/ ' I リアフリー強術基

準の義手j刑けをより明確化するため、バリア

フリー法に基づく建築確認制度と連動した審

査・検査の仕組みを導入し、建築確認申訪の

中で整備基準への適合が審査・検査されるこ

ととした。それにともな って、建築確認にお

いて審査・検査されることになる大半の「特

定施設」については、条例に基づく届出をj発

Jt した。

ただし、建築確認制度と連動させることの

できない鉄、創恰等については、ヲ| き続き条

例の届出により審査・検査していくほか、現

条例で努力義務の対象である小規模購買施設

等の届/1' ，等は紺銃してL 、く 。

建築確認制度と連動させるにあたっては、

小1掛見な施設については、適用l除外規定を設

けるなど、事業者の過度な負担とならないよ

う考慮、するとともに、 整備の硬直化を招かな

し、ょう首eJ .w.、した。

( 3  ) 施設のバリアフリー情報公開の推進

高由緒、| 峰害者等が外，' : 1: ¥しやすいまちを実

現するためには、施設の利用に先立って当該

施設のバリアフリー整備の情報を容易に入手

できるととが重要である。

そこで、既存施設も含めた特定用途かつ一

定規線以上の施設の管理者に対して、当該施

設のバリアフリー情報をホームページ等で公

開することを義務付けることとし、利用者が

施設利用に| 探して事前に情報を入手できるよ

うにするとともに、情報公開を通じて、施設

管理者が自らの施設の整備状況を点検し、施

設改修計画の策定や施設の管理・運営手法の

改善に反映していくことで既存施設の整備改

善が促進されるようにした。

( 4  ) 参画と協働によるバリアフリー整備

施設をより利用しやすいものとするために

は、整備基準に沿った施設整備だけでなく、

施設の管理、運営方法や人の対応、などソフト

而の取り組みも重要である。

そこで、県民の 「参画と協働j により、ハ

ード、ソフトの両国から利用しやすい施設整

備をt ! f Bl l i するため、障害者等の利用者、建築 -

福祉分野の専門家からアドバイザーを登録

し、首耐2するとととした。これにより、既存

施設を含めてバリアフリー整備に際して高齢

者、障害者ーなど利用者の意見を聴き、それを

反映し、改善してL、く仕組みを創設した。 ま

た、県民の 「参画と協働」に基づいて良好な

整備・運営を行う施設を、 「県民参画型特定

施設j として認定できることとした。

I  7月 1 日の施行に向けて

今後は 7 月 l 日の施行に向けて、各種団体

で説明会等を催し、改正条例の周知、並びに

円滑な施行を図りたい。

また、新設したアドバイザー制度の活用を

促進し、その成果を蓄積してt総統的に整備基

準、ガイドラインの充実を図り、ハード面の

整備だけでなく、管浬・運営面も含めた総合

的なバリアフリー化を一層推進していきたい

と考えている。

( ふく ざわせいじ)
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NPOによ る文化 財 建 造 物 活 用

モデル事業 (平成22年度文化庁委託)

商業利用の

登録文化財建造物の

管理と社会的評価

大 阪 府登 録 文化 財 所有 者の会 事務 局 長

寺西興一

36 建築と社会 ・201 1. 6

不況で賃貸ビルの空き室が増えている現在

でも、商業利用 をしている登録文化財建築協

はテナントの空室がほとんどな L 、。 しかし、

市民に親しまれてきた近代建築が取り坊され

て、より高収益のビルに建て替えられる乙と

もあり、登録文化財を永く存続させていくた

めには、所有者等の想いはもちろんのこと、

顧客をはじめとする市民の文化財存続の必要

性に対する認識を深めることが大切で、ある 。

本調査の目的は、 E見在、陶芸計百周されてし、

る登録文化財の所有者、管理者から活用 ・保

存の実態を聴取し、またテナントと顧客から

は活用 ・保存に対する評価IIをアンケート調査

し、結果のＡ民 ｉｾｊｔ から、問題の所在とそのｉｦＨ，決

法ならびに今後の登録文化財管国の方針を提

案することにある 。

調査淵象にした登録文化財は、 9 ｾ＾＾である 。

芝川 ビル、生駒ビルヂング( 生駒ビル) 、主rr

1:1:ビル、青111ビル、伏見ピル、大阪ガスビル

( ガスビj レ) 、? 工戸堀 コダマビル( コダマビj レ)、

北浜レ卜ロビル( 北浜レトロ) 、寺西家阿倍

野長屋( 寺西長屋) 。以下、名称は括弧内の

略核ドを使用 している 。

l ヒヤリングによる登録文化財の実態

(  1  ) 所有者・管理者の属性

①現所有者が相続等によりヲ |き創造L、だ場合

が多いが、 北浜レトロは、恐E抑i有者がレトロ

ビルでのビジネスモデルとして活用するため

にJI 的入し、成功 させたものである。 また、ガ

スビルは巨大企業が本社機能を保たせつつ、

文化財保存に取り組んでいる好例である 。

①所有形態には個人、会社、その抜合の 3

種があり、個人が所有する場合には、相続問

題が発生する 。一方、会社の場合は、株主の

怠向が反映する。

③建物は、主として所有者が 日常的に管理

している場合が多いが、管'理会社を組織して

いる場合もある。

( 2 ) 建築物の概要とその変遷

①建築物の概要

明治45年から昭和10年までの建築で、鉄筋

コンクリー ト造、 地階付 きで 4、5階建が多い。

' 5" t ; t 王で、は周辺建物に比べて小jゆ肢で、高府ピ

建築年 構 造 階 数 敷地面積

之川ビル S 2年 R C、B1F/4 F 145f平

生駒ビル S 5年 R C、B1F/5 F 53f平

新井ピル T1 1年 R C、B1F/4 F 87f平

青山ビル T 10年 R C、B1F/3 F 109f平

伏見ピル T 13年 RC、 1F/4 F  78t平

コダマピル S10年 RC、B1F/ 4F 5 H平

北浜レト口 M4 5年 レンガ B1  F/2 F  25t平

ガスピル S 8年 S RC、B2F/8 F 746t平

|寺西長屋 S 8年 木造 1F/ 2F 115t平

ルの谷間に残っている感がある。ガスビルは

地下 21潜 ・地上 8階建の大j ;l tt奨鉄骨 ・鉄筋コ

ンクリー 卜造、また、調査対象中ただ一つ木

造の寺西長屋は 21' 皆鐙の庶民住宅で、あった。

①建設当初の建築上の特徴

防火対策 建築当初は、関東大震災での火

災のf忍授や戦災と L 、うことも考慮、して、防火

面には特に注意が払われている。鉄筋コンク

リー ト造に加えて、 出入り口や窓には鉄製の

扉やシャッターが設置されたものが多く、そ

のために、戦災H寺に隣家の炎上にもかかわら

ず焼失をまぬがれたピルもある。

耐震対策 大部分が、コンクリートの壁厚

が30cm以上の建物で‘ あり、中層建築として

は堅固な造りで、|波利・ 淡路大震災でも、そ

の被害は皆無と言えるほどであった。震災H寺

に仕事をしていたが、 地混に気づ、かなかった

人もいるほどで、! 被後の建物より雨、躍性があ

ると考えてよい。

建築設備 多くの建物が石炭ボイラーによ

る全室暖房を備え、建設当H寺普及し始めた電

話( 交換室付) 、エレベーター (4階建以上)

が設置さ れていた。特にガスビルは、 1， 2  

|街の上下エスカレーターと米国製の冷房設備

が完備した日本の俵先端ビルであった。ガス

ビル食堂で食事をすることが、当人の社会的

地位の証左とされていた。

①戦争の傷跡

l険H寺中の金属類供出命令でエレベータ一、

エスカレーターはもちろんのこと、暖房設備

から金属製の階段の手摺やノンスリップ、 ド

アノブに至るまですT沢品ということで、供出さ

せられた。白亜のガスビルは、偽装命令によ

りコールタールで黒く塗られた。そして、戦

11寺中からの地代家賃統制令と戦後のインフレ

が貸ビルや借家所有者の経営を困難にした。

①増築、改修 ・修繕等の工事経歴

ガスビルでは、当初の建物と同じ様式で、

同組支の規模の増築が行われてL喝 。

また、外壁タイルの落下防止のための張り

替え、鉄製l窓枠の補修ならびにアルミ製への

変更などの外壁の改修工事が他の建物でも行

われている場合がある。

内装は用途の変化に合わせて改装さ才し給

延面積 設計者 施工業者

493f平 渋谷五郎他 竹中工務庖

340t平 宗建築事務所 大林組

355t平 河合浩蔵 清水組

383f平 大林組設計部 大林組

180坪 長田岩次郎 池田勤蔵

12 7坪 岡本工務広 岡本工務庖

50t平 大林組設計部 大林市E

55731平 安井武雄 大林組

115坪 朝永園次郎 草月永建築工務所



水管などは改善されつつ使用されているが、 主l!.

初の鉛管をそのまま使用している悠物もある。

文化財建造物の改修工事では、材料と施工

業者が問題となる。当時の材料が使えないの

で、 f明会品が工夫して使用されている。また、

それに ｼ 刻わる工事は、そのｾ物を 日 常的に管

理している業者に依J傾される場合が多い。

l 登録文化財の商業的・文化的活用

木調査対象の悠築当初の用途は銀行、個人

住宅、自社ビル、ホテル、長屋住宅等であっ

たが、 H寺代とともに用途を変更しながら活

用 - 保存されてきた。現在では、多くの人が

利用するテナントビルとして活用されている。

( 1  ) テナントビルの入室状況

貸ビルとしての入室率は調査時点で、100%

近いが、所有者が一部を l主!己使用している場

合もある。

( 2  ) テナン卜ビルの管理

テナン 卜の賃貸期間は一般に長く、所有者

や管理者が、ビルに常駐している場合が多い。

貸主とテナントとのコミュニケーションが日

常的に行われていて、ビル全体が大家族を形

成している感じである。

( 3  ) 登録文化財で行われている文化的事業

所有者が自らの趣味を活かすために、ギャ

ラリー、音楽室、展示室、会議室等に活用し、

文化発信の拠点としている場合も多い。

l テナントへのアンケート( 回収率53%)

( 1  ) テナン卜の賃貸期間と従業員数

賃貸期間は平均約13.3年、 20年以上のテナ

ン 卜が2 H %、10年以下が65. 3%である。テ

ナン卜の従業員数は平均4.7人で、 小規模蛍

業が主である。

(  2) 建物に対する評価

古くからある有名なビルなので、客に認識

してもらいやすいこと、天井が高く重厚で務

ち着きがあり、歴史を感じさせるデザインで

あること、市花剖i が高いことが前と制されている。

一方、短所としては、エレベーターがない

こと 、1)日開できない慾があること、 付;f ijJ 設備

が不十分なことが挙げられている。特にエレ

ベーターについては、テナント自身からとい

うよりも、重い荷物を運ぶのに苦労するとい

う客などの不満の芦がある。

( 3  ) 登録文化財に対するテナン卜および

テナン卜から見た客の認識レベル

建物を借りているテナン 卜の中にも、登録

文化財 を「あまり知らな Lリ「全く知らなしづ

人が34.6和、る一方、登録文化財と L 寸乙と

で客との話題が弾んだりして好評であるとい

う意見も多い。また、客が登録文化財をどの

相変認識していると思うかと L、う質問に対し

ては、「ほとんどの人が知 らないと思う」が

44.8 %あり 、「ほとんどの人がま1:1っていると

思う J と答えたテナントは10.2 %あった。

l 飲食庖や物販庖舗の客へのアンケート

( 1  ) 登録文化財の庖への来后動機

「通りかかつてJ r友人の紹介J が圧倒的に

多いが、雑誌やインターネ ット等を自身で見

て来庖した人もわずかにある。

( 2) 来庖時の総合的な満足度

「他物や胞の雰囲気H 脂貝のサービスH 尚

品の品質や価絡」の 3 項目について、そのji lt

足度を 5段階に分けて聞いたところ、いずれ

も高い許制を得ており、特に前 2 項目につい

ては 7別の答が「非常に満足j と答えており、

liIi i! ，足J を加えると 9 割を J也える。また、建

物の外Wl や庖内の評価は、「非常に索1I，!j' らし

L、」と「紫1I，'i らし Lリの合計が 9剖に近く、「も

うひとつ」ゃ 「良くなL リという評価li はなか

った。

( 3  ) 客の登録文化財に対する認識レベル

客の認識レベルについては、「よく知って

L 、る J 12%、「知っている J 27%であまり高

くはないが、一般人にヒヤリングした認識レ

ベルはそれぞれ 3 %、15%であったので、そ

れとより佼するとかなり高いと言 える。

l 調査結果の成果

( 1  ) 登録文化財の所有形態と保存の関係

登録文化財の保存は、その所有形態に大き

く左右される。個人所有で、は相続問題が、会

社の場合は株主の意見が、自社ビルの場合は

自社の蛍業成制が影響する。テナントビルの

場合は、比鮫的安定した経営ができて、保存

に専念できることが分かった。

( 2  ) 戦争による伝統技術と文化深化の中断

戦争がもたらした最大の被害は、伝統的技

術や文化の深化の中断であり、建造物の物理

的破段や経済的破綻もこれを超えるものでは

ない。戦前は現存のJ支術力を助只し、いかに

して安全で、長持ちする建物をつくるかに専念

し、それがまた技術の向上に繋がってきた。

戦後の復興WIには、いかに安く、早く、多

くの辿葉物をつくるかに専念したために、先

進諸国では考えら れないわずか30年の寿命

の建築物の大量生産と大量廃棄、それに伴う

地 制見ｾｾでの環境破壊を引き起こした 。 それ

にとどまらず、国民がイ 七涯に数回住宅を入

手するための資金を必要とする事態を招く結

果となり、そのローン返済に追われることに

なっている。日本経済がこのような基盤の上

に立っているのであれば、まことに不幸な状

況と言わざるを得な L、

( 3  ) 高容積化は必ずしも高収益には繋がらない

木造の寺内長屋の場合、長屋を 51街悠のマ

ンションに辿て答えるよりも、長屋を再生し

飲食J;5命Ii にした方が 2倍以上の収益が上がる

ことが立ｾ ｲｅ されている 。 その原因はマンショ

ン建設のための巨額の工事自の借金を返済し

なければならないことと、建物の固定資産税

等の税金が数十倍に跳ね上がるためである。

マンションを建てても借金と税金を払えば、

所有者の手元に残るお金はわずかとなる。

( 4  ) 建築の構造上の安全性の確認

戦前の鉄筋コンクリート建物である調査対

象建築物は、阪神- 淡路大震災で、は被害をほ

とんど、受けなかった。一方、戦後に増築され

た部分や周辺のビルには被害が生じている。

この事実は今後、現在の建築物桃造基準の妥

当性も含めて詳細に解明されるべきである 。

l 今後の課題

( 1  ) 登録文化財保存技術の確立

一般に、鉄筋J コンクリート建造物の寿命は

約70年と 言われている。それは、コンクリ

ー 卜のアルカリ成分が中性化する |時期をさし

ているが、本調査対象の建築物は築後70年

以上のものなので、耐久性の解明と今後の保

存のための技術のflnはが喫緊の課題である。

( 2  ) 登録文化財の修復技術の向上

登録文化財 を 今 後 も 保 存 活用するため

に、エレベーターの復活やその 他 の設 備 ｾ新

を含めて修復J郊怖の研究 ・向上が必要である。

( 3  ) 登録文化財の量的拡大と市民の啓発

①登録文化財 の商業的活用を促進すること

により、登斜文化財 の数の噌加に繋ぐ乙とが

できる。特に多くの客の目に触れる飲食脂な

どでは、市民に登録文化財をより身近なもの

として認識してもらい、文化財保諮に対する

積極的な支援を得ることができる。

②一般市民で、登録文化財制度を知ってし、

る人はわずかである。本制度の普及に向けて、

一般誌 ・専門誌への論文発表、ホームページ

のさらなる活用、P R出版物の発行などで努

力を重ねる必要がある。

3登録文化財を有意義に活用することは、

「物を大切にする 心j を育み、 地球環境にや

さしい、道1: & 1 ある経済に繋がることがlり] らか

になった。この点も市民に訴えていきたい。

*  

木和は、平成22年度文化庁委託事業とし

て、大|捌向登録文化財所有者の会( 会長 : 刈|

田rJ f一) が受託した「商業利用の登録文化財

悠造物の管理と社会的評価j の報告を、文化

庁の許可を似て一部変更 ・加筆して作成した

ものである。

(てらにし こういち)
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関 西 の 建 築 界/ 群 像 第22回

長 W
t宣之 - NAGAT A NAOYUKI 一

， Ｍ ｾ＠

「フィールドを広げるためにJ

「私は関西の建築家です。J 今年 4 月に IC Uオフィスを東京都日本橋

小伝馬町に移転した建築家 ・長田直之氏は語る 。関西の建築家がその

拠点、を東京に移したのはなぜか? この問いかけに長田氏は率直に答えて

くれた。「フィールドを広げるチャンスは東京にある」

学生時代からアルバイトとして安藤事務所に 3年開通いつめ、入所後

4年で狛4立。その後、魅力的な個人住宅を数多く発表。住宅設計の醍醐IJ;!ミ

を感じつつ、 一方で何か物足りなさを感じ始める。 もっと公共空間に

対しでも積極的に提案したい。漠然とした気持ちを整理するために

フィレンツェに留学。ブルネレスキの空間桃成の研究に波頭し、独自の

理論でモダニス苧ムの! 原点を追求し、自らの作風へと展開させてしミく 。

bloc c oは東京テ会ビュー作。 タカギプランニングオフィス (T P O) が

プロデュースした地上 5階建 ・29戸の賃貸集合住宅である。ここで長田氏

は不整形な敷地形状を逆手にとり「 卜字プランJ に代表される、ひとつ

として同じ住戸プランが存在しない質の高い住空間を創り 出 した。2006

年の竣工以来、 100%に近い入居率を常に維持しているという 。

「建築家が提案する質の高い住空間、本当の意味での ‘ デザイナーズ

マンション' のフィールドが東京にはある。乙れが関西にはない。J

「建築作品は商品 で、なければならない。 そして作品性の ない商品は

売れない。大先生の時代ではない。建築家の作品性だけで、はなく、様々な

分野の専門家とのコラボレーションにより、マネージメントやオペレ-

rbl occoJ にて ションについても言及した、マーケテイングに ε長く勝てる作品' を残

経歴

1990 福井大学工学部建築学科卒業

1990- 94 安藤忠雄建築研究所

1994 I C U- 級建築士事務所共同設立

2002- 03 文化庁新進芸術家海外留学制度研修によりフイレンツ工大学留学

2005 有限会社IC U一級建築士事務所に改組

東京オフィスを開設

2008 奈良女子大学住環境学科准教授に着任

2011 IC Uを東京に完全移転

作品

rNi shino  Off iceJ  r NaJ  flgJ  r  yhJ  r CaJ  r CU RJ  r SgJ  fTOJ  r S HGJ  rbl occoJ  

rTaJ  r Consol areJ  rOcJ  r YoJ  r CONT EJ 他 多数

受賞

1995 S D レビュー入選

1996 S D レビュー入選

1999 S Dレビ ュー入選

1999 J C Dデザイン賞優秀賞

2001  日本建築学会北 陸建築文化賞

2004 T P O Rec ommendat i on2004最優秀賞

2009 J I A関西建築家新人賞
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聞き手 久下武彦 ( 日建設計)

写 真 撮 影 河 合止揚

したい。」一人の建築家からではなく、 相乗効果で能力を高め合えるチーム

から生まれる質の高い建築。長田氏が追求する建築の姿である 。

3 月11 日、長田氏はこのbl occoを訪れていた。阪神大震災も経験して

L ミる氏は、その揺れの激しさから、ただ事ではないことが起きたと直感

したという 。これからの建築家はどうあるべきか? 1 " ‘ 形あるものは必ず

擦れる' という事実を認識すること。ハードとしての建物を作るだけで

は人を幸せにすることはできない。オペ レーシ ョン等のソフト面を

‘ 自転車の両輪' として建築家が提案しなければならない。」

「安藤忠雌さんのことを意識しますか? J この問いかけに長田氏は

意外な回答をしてくれた。「安藤忠雄の弟子という意識は強くあります。

建築は伝統芸能。安藤忠雄の系譜の一人として、その伝統をいかに革新

していくか、これが私の使命で、す」

これか らの夢は、公共空間と建築の「新しい関係性」を作り出すこと 。

常に成長し続けることを意識し、広い世界を視野にいれる長田氏が

活躍するフィールドは、これからも拡大し続けるにちがいない。関西に

切L 1 i J E する日もそう速くはないだろう 。



nf ormat i on 

惨第14回堺市景観賞募集

堺市内の優れた景観を有する建築物、工作物、

まちの風景及びそれらを支える人々を堺市長

が表彰し、 市民及び事業者とともに魅力ある

者 Ａ 叶 ｊｾ 聞の形成を進めようとするもので ｌ あ る Ｐ

・托鴎ト応募期間

2011年 7 月 1 日( 金) - 8 月31 日( 水)

( 当日消印有効)

. 対象( 堺市内)

O建物( ピル、庖舗、住宅など)

O工作物 ・広告物 (2001年 4 月- 2011年

6 月までの新設、補修、改築などで ① ~

①に該当するもの)

①先進的なデザインなどを取り入れ、ま

ちのシンボルとなるような魅力を発

信しているもの

①古い時代の明のまちなみ、または自然

の保護に配慮しているもの

①周辺のまちなみに調和 し、付 近の景観

を引き立たせるもの

①モニュメント等( 記念碑、顕彰碑、歌碑、

その他これに類するもの) の工作物は、

設置に合わせて景観形成に寄与するよ

う設置地を整備 したもの。ただし、建

築及び設置等にあたり、許認可等の手

続きを経ていないものは表彰の対象外

O景観活動

# しいまちなみを形成し、または保全す

る取組みを行っている団体など

0 まち

地域が諮る景観や事物で、その場所を 印

象的にしている場所や空間等の風景隼

* 以下は対象外

園 地方公共団体などの施行によるもの

. 文化財保諮法その他条例等による指定

等を受けているもの

- 過去に堺市景観賞で表彰された作品

. 推薦 ・応募方法

専用の応嘆はがきまたは官製はがき、ファッ

クス、電子メールに、 ①建築物等、景観活動

団体、 地域が誇る景観等の名称①所在地①完

成|時期①推鴻 ・応募理由①付近見取り図を沓

き、堺市都市計画部都市景観室「堺市景観' 丘J

担当まで。

・審査

一次審査一市民による公開審査、審査員によ

る書類審査

二次審査一審査員による現地審査

* 市民による公開審査日程

期間 2011年 9 月27日( 火) - 9 月30日( 金)

場所堺市役所高層館 l 階北側 ロビー

・審査員

岩井珠恵( ヴィジュアルデザイナー) 、 岡村

街( 堺デザイン協会理事長) 、旅本英子( 京

育11市立芸術大学美術部デザイン科教授) 、増

田昇( 公立大学法人大阪府立大学大学院生命

環境科学研究科教授) 、相11川陽文( ( 社) 大阪

府建築士会会長)

・発表 ・表彰

表彰式 2012年 1 月予定発表「広報さかL リ

表 彰 表 彰 状 及 び 記 念 品

. 問合せ

干590- 0078 堺市堺区南瓦11I J 3- 1

堺市建築都市局都市計画部都市景観室 「堺

市景観賞j 担当

T E L. 072- 228- 7432 F A X.072- 228- 8468 

e- mai l  :  tokan@c ity .sakai. lg.jp  

砂第18回空間デザイン・コンペテ

ィション作品募集

[A 提案部門]

課題『サステイナフルな新世代のガラス空間j

H寺代は、使い捨てからサステ イナブル= 持続

可能に、あらゆる面で移行しつつある 。建築

も例外ではない。そのためには、つくられる

ときから持続可能性を考慮する必要がある 。

今回の課題は、存在感のあるガラスを使って、

新世代のガラス空間をつくることである 。ガ

ラスの種類は問わない。その空間は建築、施

設の全体であ ってもよいし、魅力的な部分だ

けを対象にしてもよい。

・提出図面

提案の意図を表現する図面及び簡単な説明文

( 模型写真を含む) 縮尺は自由

・用紙

A2判の 中平IJ ケント紙あるいはそれに類する

厚紙 l 枚に収める 。青焼き、鉛筆、墨入れ、

着色、写真貼付 など自由

・提出方法

登録察( 登録番号付) をプリントし、必要事

項を明記のうえ応募作品裏面に貼付して送

付。 ( 合作も 同様)

・質疑

なし

. 提出先

鮒 建 報 社 空間デザイン ・コンぺティション

ー提案部門係

=r 113- 0034 東京都文京区湯島2- 30- 8

T EL. 03- 3818- 1961 (代)

[B 作品例部門]

新しい l時代に向けてのデザイン性、機能性、

快適性を追求した感性豊かな作品を求める 。

・応募資格

過去の本コンぺ入賞作品を |徐く 2011年 8 月

5 日( 金) までに竣工した建紫仰、構造物で

日本電気硝子の製品を使用したものに ｉ ｉｊＮｾる 。

・提出作品

応募用台紙に T!Ii' 定事項を記入し、作品の完成

建第と社会 ・201 1. 6 39 



写真( カラー) を所定箇所内にMり提出。写

真の大きさ及び枚数は自由。 また、作品内容

を補足するための図而が必要な場合は、その

図面を提出する 。

・提出先

附建報社 空 間 デ ザ イ ン ・ コ ン ペティション

ーイ乍品{ 列部門係( 住所はA と同じ)

[ 共通]

・登録申込み締切

2011年 8 月5 日( 金)

登録方法 ht北tt句p:lυ/ www. kω叩e印n叩叫ch川1吋i ku札叩u.c∞0. )叩pにて。

登録完了f後愛、提3案定部「

作品例f部1市官門は応募用台紙を送l付サ する 。

* 登録に関する 問合せは、 (附建報社

(03- 3818- 1961) まで。

・作品応募締切

2011年 8 月19日( 金) (当 日消印有効)

・審査委員

委員長伊東豊雄( 建築家) 委員 : 古谷誠章

( 建築家 - 早稲田大学教授) 、北泰幸( 竹中工

務!苫常務執行役員) 、 三宅都i隙( 日本電気硝

子執行役員建材事業本部長) コーテゃイネータ

一 馬場略造( 建築情報システム研究所代表)

・賞金

[A 提案部門]

保優秀賞 l 点 一100万円、優秀賞 1点- 30万

円、入選 8 点一各 5万 円

[B  作品例部門]

最 優 秀 賞 l 点 50万 円、優秀賞 l 点- 10万

円、入選 8 点一 各 5万 円

・発表

審査結果は応募者に通知するとともに、 2011

年「新建築J 11月号に発表

砂大阪歴史博物館特集展示

「懐かしい市電とパスのある風景」

地下鉄開通ポスター 昭和8年 (1933)

大阪市交通局蔵

大阪の市電は、 明治36年 (1903) 9 月、日本

初の公営の路面電車として、花図柄ー築港桟

橋間 5 k mが開業した。翌年には二 階っき電

車も登場し、大正H寺代には営業距離が50km

を超え、市民の足として定着した。

本j毘では、大阪における市電 ・パス ・地下鉄

などの者11市交通について、大阪市交通局が所

40 

蔵する貴重な写真40点を 中心に、同局所蔵ポ

スター ・車両模型 ・グッズや、大阪歴史博物

館所蔵の運転系統図などの実物資料など約

100点の展示により、明治30年代~昭和40年

代までの歩みを振り返る 。

会 期 2011年 5 月25日- 7 月 4 日( 月)

9  :  30- 17  :  00 休館 日 火11程

金| 曜日は20時まで

会 場 大 阪 歴 史 博 物 館 8 階特集展示室

大阪市中央区大手前4-1-32

料 金 大 人600円、高大生400円、 中学生以

下、大阪市内在住の65歳以上は無料

招待券は建築協会 (06-69'16-6981) へ。

砂野口久光シネマ・ク‘ ラフィックス

街の中のもう一つの絵画・追

憶の映画ポスター展

「巴里の空の下セーヌは流れるJ 1952年

野口久光は商業美術家を目指し東京美術学校

で学んだ確かな画才と優れたグラフィックデ

ザインの感覚を基礎に、ヨーロッパ映画の持

つ魅力やエスプリを余すことなく画面に盛り

込み、また、独自の書き文字レタリングで芸

術的なポスターを仕上げた。野口のポスター

はまさに「街の中のもう 一つの絵画J とH干ぶ

にふさわしいもので、 ｬｬｾ 後のグラフィックデ

ザイナーたちにも多大な影響を与えた。本展

では、野口が手がけたヨーロッパ映画のポス

ターを中心に、映画スターのポートレイ卜、

映画ポスター原画、映画プログラム表紙、 映

画雑誌表紙絵など約220点を紹介する 。

会 期 2011年 6 月 4 EI- 7 月31 日( 日)

10:  00- 17 ・00 休 館 日 水11程

会 場 西宮市大谷記念美術館

西宮市中浜町4-38

料 金 一般800円、高大生600円、

小中生400円

口関連イベント

①「アナログ レコードコンサート J inロビー

6 月26日( 日) 14:  00-

①第139回オータムミュージアムコンサート

iJ A Z Z  コンサート J 野口久利他

7 月10日( 日) 14 :  00-

① ①共

定員 ＱＰＰ 名、料金 ＱＡＡｾ 料Ｈ別途入館料必要Ｉ

要電話申込み T EL. 0798-33-0164 

招待券は( 日本建築協会06-6946-6981) へ。

砂野井成正の表現一外から内ヘ

/ 内から外へ

本j畏では、大阪出身の空間デザイナ一、野井

成 正 (19'14年生まれ) が展開してきた 1978

年から現在までの表現活動を振り返り、未来

への提案を紹介する 。間伐材や竹を活用した

独創的なインスタレーシ ョンに よる仮設イン

テリア空間によって構成され、同時にこれま

で、の作品や表現の数々、また野井氏がデザイ

ンしてきた椅子など実物も含めた資料展示に

より、その多彩な活動を大きく振り返る 。

会場では、 [ ヒ卜+ コト+ モノ ] をつなぐ [場]

を目指すde si gn deのコンセプ卜を反映して、

[ きづき場1 [ まなび場1 [たまり場] の三つ

の場を設け、野井氏がっくり出す [場] を活

かしながらコミュニケーションによって人と

人、コトとコ 卜をつなぐプロジェクトを展開

していく 。詳細は、 ht t p: / / www. des ignde.jp

会 期 2011年 4 月26日- 7 月3 EI  ( 日)

12 :  00- 19  :  00 休f官日月 11程

会 場 中之島デザイン ミュージアム

大阪市北区中之島5-3-56

中之島パンクス E A S T

料 金 無 料

砂柳j畢 顕 展

本展では、「建築と社会j 誌の表紙絵を含め、

これまで、の作品を紹介する 。相11沢氏は2011年

l 月号より 「建築と 社会」誌表紙を担当、今

春京都市立芸術大学大学院博士号 ｾ程 を修了 。

会 ｊｾ ｊ 2011年 7 月2 日( 土)- 7 月30日( 土)

会 場 ア ー トコートギ ャラリー

大阪市北区天満橋1-8-5

OA Pアートコート 1F

料金 Ｑ Ａｬｾ料

畑氏] 欝

5  



砂企画展松園、松筆、淳之秘蔵

のコレクション「上村三代が愛

した画家」

松岡は、 i議初に師事した鈴木松年の作品を! 日i

り交ぜ扉風に仕立て生涯大切に所持した。松

箆は ｾｾ ｉ 河 鉄斎の生き生きとした Ｑ ＱＱ 勢や虫色の

消澄さにその素晴らしさを発見し、淳之は菱

田春草の「仏御前j と出会い、迷いが払拭さ

れ自身が作品を創造することが出来た。長き

にわたって大切に所蔵されてきたこれらの作

品は、愛でる楽しみ、ときに慰みとなり、と

きに支えとなって、彼らの芸術に大きな影響

を与えたと考えられる 。本展では、鈴木松王1'-

や菱田春革、富岡鉄斎に小林古径など上村家

が秘蔵してきた優品を一 同に展示する 。

会 期 2011年 5 月27日- 7 月24日( 日)

10 :  00- 17 :  00 

休 館 日 月 11程( 7/ 18開館、 7/ 19休館)

会 場 松伯美術館

奈良市登美ヶ 丘2-1- 11

料 金 大 人800円( 高大生含む) 、

小中生400円

沼待券は( 日本建築協会06-6946-6981 ) へ。

菱岡春草「仏御前j 朗治39年 個 人 蔵

砂安土桃山~江戸時代に生きた

人々- 肖像画・風俗画・浮世絵

奈良県立美術館は、 日本画家・風俗研究家で

あ っ た 吉川 観 方 ( 1894- 1978) から寄贈を

受けた、江戸II gf 代の作品を中心とする日木絵

画を所蔵している 。 本展では、その ｉ Ｚ ｉ ｾ から肖

像画・風俗画・浮世絵約55点を紹介する 。

なお、「伝淀殿画像」のみ 6 月 4 日- 6 月19

日の期間限定展示。

会 期 2011年 6 tl  4 円- 7 月 3 日( 日)

9  :  00- 17 :  00 1. 本館1: 1 月11起

会 場 奈 良県立美術館

奈良市登大路11可10- 6

料 金 一般400円、 111大生250円

小 Ｑ Ｚ ＱＧ 生 ＱＵｗ ｾ Ｑ

招待券は( 日木迎築協会06-6946-6981) へ。
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「伝淀殿画像j 桃山~

江戸時代 ( 17世紀)

砂警察庁カメラマンが撮った昭和モ夕、

ンの情景

石川光陽写真展

石川光 陽 (1904-1989) は、カメラの腕を見込

まれ昭和] 2年に讐視庁に人庁。“ 空襲カメラマ

ン" と称される光| 場は、! 被H寺中、将視総l慌の

特命で、東京大空襲の惨状を掛Ｉ［ｾし、戦後 ｇ ｉＭｉ ｑ

からフィルムの提出を求められるが、自宅の庭

に埋めて矩絶、当 ｈ 寺の Ｑｾｩｬｬ な資料を命がけで

日本に残した。彼のJ沿った写真は戦時下写真

だけでなく、のどかなH間11初!J WI の衡のスナップ

ショッ卜も数多くある。木版では、 1I i?，;f s館所蔵

の9600点あまりの光| 場作品の中から、戦前l を中

心に生き生きと II(-j別lの情去をとらえた写真80点

を厳選し、 〈第 14t 交 通と釆り物 〉 、 〈 第 ＲＱｾ

都市と下町〉、〈第 31; 'i: ｉｾ 然官として 〉 の ＳＩＧ［ ＱＺ

に分けて、同時代の資料と共にご覧いただく 。

会 期 2010年12月7 日

- 2011年7 r118日( 月・祝)

11 :  00- 16 :  00 

* 節電等の事前により、 IJEI館 11寺間を変更する

場合がある 。

会 場 旧新橋停 '1工場鉄道歴史展示室

J R新橋駅 「銀座仁I j より徒歩 5 分

料 金 無 料

問 合 せ 束 京 ス テ ー ションギャラリー

T EL. 03-3212-2763 

砂自立循環型住宅設計講習会

( 温暖地版・蒸暑地版)

『自立循環型住宅設計講習会( 温暖地版) J は、

省エネルギー住宅に初めて取り組む人にも俊

しL、ぷJJl で、 一般に入手できる手法 ・技術の

組合せで、居住性や利便性の水準を向上させっ

つ、居住時のエネルギー消122を2000年頃の

撚準的な住宅と比較して50%削 減 す る こ と

をめざして、設計プロセス、 l当然風利用など

の向然エネルギー活用技術、断熱、1 : 1射遮 |断

などの外皮設計技術、 l底冷房、 l! 自明 などの省

エネルギー設備設計技術と湖底地の省エネル

ギー効果の定量予測を行えるまでを解説す

る。 また、 『開講習会( 蒸暑地版) J は、 Z菜

子} J血の気候や地域特性を活かす形での省エネ

ルギー住宅の設計方法について解説する 。

0 大阪会場

n  11キ 2011年 7 月29日( 金)

温暖地 9 :  00- 13 :  15  

蒸 暑地14: 00- 18 :  00 

会 場 大|仮国|際会議場 801-802会議室

大阪市北区中之島5-3-51

定 日 温 暖 地80人、蒸暑地80人

O点京会場

日 Hキ 2011年 7 月14日( 木)

湖底地 9 :  15- 13 :  15  

恭岳地14 :  15- 18 :  15  

会 場 厚 生会館ホテル' [ ，; . 竹・紅仰の間

* 京都千代田区平ii1JiIlJl -5-9 

定 日 I耐震地90人、蒸暑地90人

受tit 料( 共通)

温暖地7，000円 / l 名 蒸 暑 地7，500円/ l 名

両方受講の場合13，000円/ l 名

ｲｾＱ 込みはホームページ ＨｨｴｴｰＺＯＯｷｷｷ Ｎ ｪｪｪＭ､･ｳｩｧｮ

org) から qJ 込書をダウンロードし、 FAX送付ι

砂第25回「大阪市ハウジングデ

ザイン賞J 募集中!

・主主i長期間

2011年 6 月 1 日( 水) - 6 月30日( 木)

・対象となる住宅

大阪市内に建つ民間の「共同住宅H長 屋H戸

佳住宅の集合j で、概ね過去 5 年以内に建築

は改造等をした魅力ある良質な住宅や、完

成 後20伍を経過し維持管破上工夫をした住宅

・般的方法

各区役所、大阪市サービスカウンター( 梅田、

難波、天王寺) 、大阪市立住まい情報センタ

ー{ 主的報プラザ等に備え付けの推薦はがき付

きリーフレッ卜に必要事項を記入のうえ、郵

送。 また、下記者11市整備局I-IPからも応募可能
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理事会

第 1 回常任理事会

4月20日 ( 水) 16 ・00- 17 : 30 

出席者 中弁会長ほか 7 名

議 事 ( 1  ) 評議員の委嘱

( 2 ) 常設委員会委只の委嘱

( 3 ) 後援名義等の使用承諾

( 4)  I建築と社会J t J の表彰式

について

(5 ) その他報告事項

編集委員会

第 1 回編集委員会

4 月13日( 水) 18:  00- 19  :  30 

出席者設楽委員長ほか 5 名

議 事 ( 1 ) 5月号特集「身のiEきどこ

ろ ~ め く る め く 生 活 空 間

- J の報告

( 2)  6 月号特集 I ECO- 建 築

設備がやれる E CO技術- J

の報告

( 3)  7 月号特集「辿築と土J の

報告

( 4)  8 月号特集「欽道駅に注目

する」の報告

( 5 ) 各小委員会分科会からの

報告

( 6 ) 読者と選ぶ「建築と社会j

'u・入賞発表

( 7 ) 収支状況報

第 1 団法令分科会

4 月18日 ( 月) 15 : 00- 17 ・00

出席者 近郎幹事ほか 7 名

議 事 ( 1 ) I法令コーナ - J の企画

( 2)  10月号法令特集の企画

( 3 ) 新年度に向けて

( 4 ) 情報交換

第 1 回 8 月号特集委員会

4 月19EI ( 火) 18 ・00- 20 ・00

出席者設楽委員長ほか 3名

議 事 8 月号特集企画家検討

第 1 回構造分科会

4 月 l 日( 金) 18 ・00- 20 ・10

出 席 者 石団幹事ほか 2 名

議 事 ( 1 )  I椛造の頁」の企画

(2)  12月号桝造特集の企画

第 1 回施工材料分科会

H I 5 日( 火) 17 :  00- 18 :  00 

出席者 中川幹事ほか 5名

議 事 11月号特集企画案検討

第 1 回設備分科会

4 月 6 日( 水) 18 :  00- 20 :  00 

出席者 赤 滋 幹 事 ほ か 5名

議 事 ( 1) 6 月号 I ECO- 建 築 設 備

がやれる E CO技 術 - J 特

42  建震と社会 ・201 1. 6

集の報告

( 2)  I設備の頁J の企画

( 2 ) 見学会の企画

( 3 ) 部習会の企画

( 4 ) 新企画の提案一言|測機器の

コラムーを中心に

( 5 ) 超高層 ・高層マンションや

オフィスピル計画 l時への提

案

第 1 回作品作風小委員会

4 月28日 ( 木) 19 :  00- 20 :  00 

出席者 池 上副委員長ほか 6名

議 事 ( 1  ) 作品の選定

( 2 ) 作品の掲;1現状況並びに掲;1袋

予定の報告

( 3)  I  gall eryJ 掲載報告 ・予定

(  '1  ) 前回の編集委員会の報告

( 5 ) その他

第 1 回広告企画小委員会

4  1=113日( 水) 17: 00- 18  :  00 

出席者設楽委員長ほか 3名

議 事 ( 1)  5 月号特集「身の置きどこ

ろ~めくるめく生活空 間

( 2)  6 月号特集 IE CO- 建 築

設備がやれる E CO技術- J

( 3)  7 月号特集「建築と土」

( 4 ) 新シリーズ「索材J

( 5 ) 収支状況報告

10年委員会

第 1回10年委員会( 現場見学会)

41=17 日( 木) 18 ・30- 19 : 30 

出席者設楽委員長ほか 3名

議 事 ( 1  ) 第 5 [!J I建築の現場j 見学

- 6、

( 2 ) 今後のスケジュール

出版委員会

第 1 回出版委員会

4 月21日( 木) 18 ・00- 19 : 00 

出席者上原委員長ほか 9 名

議 事 ( 1  ) プロのノウハウと特装本の

経過報告

( 2 ) 進行中のテーマ

( 3 ) その他

事業委員会

第 1 回情報見学小委員会

4 月14日( 木) 18 ・00- 18 ・45

出席 者 瀬 戸川委員長ほか12名

議 事 ( 1 ) I関西大学助l キャンパス J

見学会笑施報告

( 2 ) 本年度事業案

建材委員会

第 1 回建材委員会

4  )=126日 ( 火) 17 ・30- 18 ・30

出席者 松原委兵長ほか 5 名

議 事 J F Eスチール側による新製品の

紹介

特別委員会

第 1回 史料研究会 (再読関西近代建築)

4 月12日( 火) 18 :  00- 19  :  40 

出席者 山形委員長ほか 3名

議 事 ( 1  ) 今後の連載企画内容検討

( 2 ) 述載内容について

第 1 回 群 像

4 月11 日( 月) 18 :  30- 20 :  00 

出 席者本多「関西の建築界Ｏｾ附象 ｊ 和 ｩ

集委員会代表他 7 名

級 事 ltf 像登場者の選出および委貝の

選出

入 会 者 (敬称略)

〔団体正会員〕

明石工業高等専 門学校建築科

〔個人正会員〕

"1"川 卓 (紛日建設計

j皮i籾 ) ( 11百 (紛日建設計

丸尾 i Lt - ｾ 紛安井建築設創事務所

. 言卜報

〔正会員〕

宮ヂ|二芳 JI沼 氏 平成23年 3 月5 日

逝 去 享 年82放



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設 計 ・施 工 )

組朝日工業社

本社 ・本底 来京都港区浜松田Tl - 25- 7 j屯話03 ( 3432)  5711 

大 阪 支 社 大阪市淀川 区加島 1- 58- 59 1ll:活06 ( 6302)  2270 

支 底 北海道/ 東北/ 北関東/ 繊浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

の ｊ［ こたｾ
¥; / -- パ、，--， ｾ＠ --"'¥:;;i' 

We  have hope 

. 印刷 " . ポスター. カタログ. パンフレット、. 箱. 年鑑. 社史，

鰻u; 文字. 画像データ処理

・メディア・. ｓｐ フランニングコンワルテインタ Ｎｮ 、 ｾｊ ＺＺｊＮーシヨン、

web及Uメディアコンテンツ金量制作

• 
， 、 株式会社NPGーポレーシヨン

本 社 干530∞43 大阪市北区天満 1- 9- 19

¥el:  (06) 6351- 7271( 代) fax: (06) 6352- 7479 

第二ピル 〒530∞43 大阪市北区天満 1- 11- 8

¥el:  (06) 6351 -0128 ( 代) fax: (06) 6351- 0208 

京支社 干105-0:氾4 東京都港区浜松町 1-2・1

光浜松町ピル7F

¥el:( 閃) 3433- 5211 ( 代) fax: ( ω)  5776- 7733 

(旧社名ナニワ印刷湖、 日本データネット揖))

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

・B ヲイヲシ械式会社

窓馬子大臣本社 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1丁目9番25号 電話 ω6) 6441・8231

東 京 本 社 〒 102-0071 東京都千代国区富士見 2丁目 15番! o 号電話 (03) 326ト8231

支 社 名古屋 ・福岡

支 唐 札幌 ・仙台 ・新海 ・大宮 ・千葉 ・績浜 ・金沢 ・京都 ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 業 所 都広 ・函館 ・青 森 秋 田 ・盛岡 ・前編 ・長野 ・静岡 ・盤図 ' if! ・1!1山 ・

筒井 ・徳山 ・松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児島 ・那硝

出 張 所 細川 ・福島 ・川崎 ・松江 ・徳島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 唐 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番地 電話 (0492)58-1511

地球環境を守り、 100年建築に貢献する

F、l.l‘ ε:2且ー のアルミ表面処理

株式会社 日 本 電 気 化 学 工 業 所

ht t p: / / nacl j p E- mai l : sc@nacl .c oj p 

本部営業部 干560- ∞36 大阪府豊中市蛍池西町2丁目 7番 26号 NACL t ' ル2 階

T E L  (06) 6843- 1235 ( 代) F AX  (06) 6853- 1632 

東京事務所 〒111 - ∞51 東京都台東区歳前2丁目 7- 2 東京NACL t 'ル

T E L  ( 03) 3862- 0978 (代) F AX  (03) 3862- 7098 

同 市 民 IDENIく円
DE MO KAGAKU KOGY O K A臥J S刺IKI K A路村A

千二J DJ I 。ヲーCS A

特 性

- 乾燥 収 縮 の 怪 減

. 自己収 縮 の 倍 減

• 7J く密性の向上 (防水 性)

. 温度 ひ び 割 れ の 怪 減

. j獣ヰのこ請求お間合わせは・-

電気化学工業許朱式会社

近畿也区販売庖

浜宗産業株式会社本社

干62Sト3101 京都府京丹後市市陸予町市陸予 1 26

主な用途例

- 合 成 デ ッ キ ス ラ ブ

. 土間 スラ ブ

.  R C 構 造 物

- 自 己充填コンクリート

- マスコンクリート 他

膨張材以外にち

. 無収縮グラウト材

( タスコン 〉

. 躯体防水材

( シャガード 〉

. ポリマ ーセメントモルタル

CRI S シリーズ〉

な ど 、 各 種 混 和 材 ( 剤 〉 を

ラインナップしています。

金森藤平商事未式会社大阪営業所

〒561- a1 7 対周吉豊中市浜 1 丁目 T 番 7 号

T E L  0 6- 63 3 2- 6861 F  A>く 0 6- 63 3 2也 8 8 4

小浦産業株式会社

TEL  0772- 72- 2220 F.ω く0 7 7 2-7 2-2 8 8 8

舞 鶴 営 業 所 ・福 知山 営 業 所 ・豊 岡 営 業 所

〒55O- Cにわ4 対腕対反市西国序相 1 丁目 1 4 番 6 号

T E L 0 6- 6443- 6181 F.必く 0 6- 6443- 627 0
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口 宣伝・販促イ ベン ト

ロ サイン・モニュメント

03379-6  

口 文化振興イベント

ロ ビジネス空間

雑誌

口 商業・サービス空間

口 レジャーアミューズメン卜空間

口 文化空間

口 パブリック空間

こころを動かす空間をつくりあげるために。

ｾ＠ Tanseisha 

株式会社 丹 青 社 干 110・8549 東京都台東区上野 5- 2- 2

T E L . 0 3・3836・7221 ( 代表) w w w.t ans ei s ha. co.j p 

札幌・仙台・新渇・名古屋・大阪・福岡 ・那覇・北京・上海 ・パ リ


